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元
正
女
帝
期
政
権
論
井
上
日
［
キ
ー
ワ
ー
ド
①
　
壬
申
の
再
演
、
②
　
吉
野
盟
約
体
制
、
⑤
律
令
天
皇
と
し
て
の
元
正
女
帝
］
③
持
統
王
系
、
④
藤
原
不
比
等
の
死
、
一25一
　
古
代
政
治
史
研
究
な
い
し
国
家
論
は
、
権
（
勢
）
力
を
漠
然
と
眺
め
る
「
権
力
論
」
か
ら
、
そ
の
権
力
が
法
制
．
官
司
制
度
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
経
済
・
社
会
的
特
権
な
ど
に
よ
り
保
証
・
定
立
さ
れ
る
「
権
能
論
」
へ
と
議
論
を
深
め
て
き
た
。
だ
が
実
証
度
は
高
い
も
の
の
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
律
令
か
ら
令
外
を
創
出
す
る
天
皇
大
権
や
、
政
権
史
上
の
諸
事
件
を
「
権
能
」
か
ら
論
定
す
る
に
は
限
度
が
あ
り
、
従
っ
て
判
断
保
留
が
頻
出
す
る
。
　
「
権
能
論
」
は
権
力
の
静
的
な
内
部
構
造
を
実
証
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
権
力
の
外
部
す
な
わ
ち
発
現
形
態
の
総
合
的
考
察
を
怠
っ
て
は
い
な
か
っ
た
か
。
政
治
権
力
の
発
現
形
態
に
は
、
様
々
な
慣
行
・
戦
略
．
思
想
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
盟
約
・
血
盟
・
忠
誠
、
贈
与
や
免
除
、
表
象
や
儀
礼
、
准
拠
や
言
動
規
制
、
遷
都
・
遷
任
や
行
幸
な
ど
多
様
な
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
が
あ
り
う
る
。
古
代
政
治
の
方
法
論
が
そ
こ
に
あ
る
。
　
「
古
代
人
自
身
に
よ
る
国
家
論
ま
た
は
権
力
論
」
が
そ
こ
に
あ
る
。
　
「
権
元正女帝期政権論（井上　亘）
力
」
は
時
－
勢
に
応
じ
そ
の
様
態
を
変
え
て
歴
史
に
痕
跡
を
残
す
。
本
稿
の
方
法
論
的
野
心
は
政
治
史
に
「
時
」
を
復
権
し
、
時
空
の
許
に
動
的
に
機
能
す
る
権
力
の
痕
跡
を
積
極
的
に
考
察
の
対
象
と
し
て
、
当
該
期
政
権
の
様
態
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、
「
養
老
行
幸
」
　
史
上
名
高
い
「
養
老
行
幸
」
は
、
元
正
天
皇
養
老
元
年
（
七
一
七
）
の
八
月
に
企
図
さ
れ
た
。
ま
ず
多
治
比
広
足
を
造
行
宮
司
と
し
て
美
濃
国
に
派
遣
し
、
そ
の
一
月
後
の
九
月
丁
未
に
車
駕
が
京
を
発
つ
。
　
○
丁
未
、
天
皇
行
二
幸
美
濃
国
一
。
○
戊
申
、
行
至
二
近
江
国
一
、
観
二
望
淡
海
一
。
山
陰
道
伯
誓
以
来
、
山
陽
道
備
後
以
来
、
南
海
　
道
讃
岐
已
来
、
諸
国
司
等
詣
二
行
在
所
一
、
奏
二
土
風
歌
憐
一
。
○
甲
寅
、
至
二
美
濃
国
一
。
東
海
道
相
模
以
来
、
東
山
道
信
濃
以
来
、
　
北
陸
道
越
中
以
来
、
諸
国
司
等
詣
二
行
在
所
一
、
奏
二
風
俗
之
雑
伎
一
。
○
丙
辰
、
幸
二
当
老
日
郡
一
。
覧
二
多
度
山
美
泉
一
。
賜
二
従
レ
駕
　
五
位
已
上
物
一
各
有
レ
差
。
○
戊
午
、
賜
二
従
レ
駕
主
典
已
上
及
美
濃
国
司
等
物
一
有
レ
差
。
郡
領
已
下
雑
色
冊
一
人
、
進
二
位
一
階
一
。
　
又
免
下
不
破
．
当
老
日
二
郡
今
年
田
租
及
方
県
・
務
義
二
郡
百
姓
供
二
行
宮
一
者
租
上
。
○
癸
亥
、
還
至
二
近
江
国
一
。
賜
二
従
レ
駕
五
　
位
已
上
及
近
江
国
司
等
物
一
各
有
レ
差
。
郡
領
已
下
雑
色
柵
余
人
、
進
二
位
一
階
一
。
又
免
下
志
我
・
依
智
二
郡
今
年
田
租
及
供
二
行
　
宮
一
百
姓
之
租
上
。
O
甲
子
、
車
駕
還
レ
宮
。
　
行
幸
は
二
部
構
成
を
と
っ
た
。
前
半
部
は
東
西
諸
国
司
等
に
よ
る
歌
憐
奏
上
、
後
半
部
は
養
老
醗
泉
へ
の
遊
覧
で
あ
る
。
上
掲
記
妻
働
じ
て
行
幸
次
第
を
示
せ
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
1
平
城
京
の
東
京
極
を
貫
く
中
・
道
を
北
上
し
・
歯
簿
は
志
我
郡
へ
と
至
る
。
志
我
と
い
え
ば
大
津
京
を
擁
し
た
郡
だ
が
、
こ
こ
は
後
に
聖
武
が
休
ん
だ
禾
津
頓
宮
だ
ろ
う
か
。
女
帝
は
一26一
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志
我
の
湖
畔
の
行
宮
に
逗
留
し
、
西
国
の
歌
舞
を
観
る
。
そ
の
内
訳
は
山
陰
1
1
伯
善
・
因
幡
・
但
島
・
丹
後
・
丹
波
、
山
陽
1
1
備
後
・
備
中
・
美
作
・
備
前
・
播
磨
、
南
海
1
1
讃
岐
・
阿
波
・
淡
路
・
紀
伊
の
十
四
ケ
国
で
、
伊
予
と
す
で
に
国
造
が
神
賀
詞
を
奏
上
し
た
出
雲
を
除
く
、
中
近
国
の
全
て
で
あ
る
。
六
日
後
、
湖
畔
を
古
代
東
山
道
に
沿
っ
て
不
破
へ
向
か
い
、
こ
こ
で
東
国
十
七
ケ
国
の
雑
伎
が
奏
上
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
東
海
1
1
相
模
・
甲
斐
・
伊
豆
・
駿
河
・
遠
江
・
参
河
・
尾
張
・
（
志
摩
）
・
伊
勢
・
伊
賀
、
東
山
1
1
信
濃
・
飛
騨
・
美
濃
・
近
江
（
志
我
で
奏
し
た
か
）
、
北
陸
ー
1
越
中
・
越
前
・
若
狭
、
み
な
中
近
国
で
あ
る
（
以
上
、
賦
役
令
集
解
3
古
記
所
引
民
部
省
式
）
。
総
べ
て
東
西
中
近
三
十
一
ケ
国
の
歌
侮
奏
上
を
受
け
た
後
、
女
帝
は
多
度
山
の
醗
泉
に
遊
ぶ
。
七
日
ほ
ど
滞
在
し
て
近
江
へ
と
っ
て
返
し
、
依
智
郡
の
行
宮
に
休
ん
だ
翌
日
、
車
駕
は
還
宮
し
た
。
　
あ
ま
り
に
著
名
な
行
幸
で
あ
る
ゆ
え
か
、
政
治
史
上
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
行
幸
は
、
多
く
の
東
西
諸
国
司
を
招
集
し
、
し
か
も
歌
舞
の
奏
上
を
さ
せ
て
い
る
点
で
、
全
く
異
例
と
い
っ
て
よ
い
。
　
早
川
庄
八
は
こ
れ
を
「
巡
視
に
と
も
な
う
服
属
儀
礼
と
み
て
誤
り
な
い
」
と
し
、
持
統
上
皇
に
よ
る
大
宝
二
年
の
参
河
行
幸
と
と
も
に
、
「
か
つ
て
在
地
首
長
が
そ
の
支
配
領
域
で
行
っ
た
巡
視
を
、
持
統
も
元
正
も
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
行
っ
て
い
る
」
「
巡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
視
を
行
う
天
皇
は
畿
内
政
権
の
王
す
な
わ
ち
大
王
と
し
て
の
側
面
を
強
く
残
す
も
の
」
と
評
さ
れ
た
。
こ
の
評
価
は
、
律
令
国
家
の
天
皇
×
畿
内
政
権
の
大
王
と
い
う
、
氏
の
二
元
王
権
論
に
基
づ
く
。
だ
が
管
見
で
は
、
行
幸
に
よ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
規
模
の
服
属
儀
礼
を
六
国
史
に
見
な
い
。
類
例
は
天
武
の
照
宮
記
事
（
後
述
）
だ
が
、
こ
れ
と
て
も
異
例
な
の
で
あ
る
。
歌
憐
奏
上
は
大
嘗
祭
の
悠
紀
・
主
基
両
国
と
七
国
の
語
部
ほ
か
、
隼
人
交
替
時
、
節
会
の
吉
野
国
栖
な
ど
限
ら
れ
た
儀
式
に
見
ら
れ
、
ま
た
行
幸
に
お
い
て
行
在
所
の
国
司
が
歌
侮
な
ど
を
奏
す
る
こ
と
も
、
史
料
上
は
稀
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
諸
国
の
在
地
首
長
に
貢
納
の
み
を
賦
課
し
、
直
接
的
な
服
属
儀
礼
を
恒
常
的
に
強
要
し
な
い
と
い
う
点
で
、
「
畿
内
一27一
1元正女帝期政権論（井上　亘）
王
権
」
と
い
う
性
格
づ
け
は
首
肯
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
行
幸
の
異
常
さ
が
浮
き
彫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
二
月
壬
申
、
行
二
幸
美
濃
国
醗
泉
一
。
○
甲
申
、
従
レ
駕
百
寮
、
至
二
干
輿
丁
一
、
賜
二
絶
・
布
・
銭
一
有
レ
差
。
○
己
丑
、
行
所
二
経
　
至
一
、
美
濃
・
尾
張
・
伊
賀
・
伊
勢
等
国
郡
司
及
外
散
位
已
上
、
授
レ
位
賜
レ
禄
各
有
レ
差
。
〇
三
月
戊
戌
、
車
駕
自
二
美
濃
一
至
。
　
翌
養
老
二
年
、
女
帝
は
再
度
養
老
行
幸
に
出
た
。
二
月
七
日
よ
り
三
月
三
日
に
至
る
東
国
巡
幸
で
あ
っ
た
。
行
幸
経
路
の
諸
国
に
叙
位
・
賜
禄
が
施
さ
れ
た
己
丑
条
に
よ
る
と
、
今
回
は
近
江
・
不
破
と
は
無
関
係
に
、
伊
賀
ー
伊
勢
i
尾
張
か
ら
美
濃
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
度
の
行
幸
は
、
初
度
の
特
徴
で
あ
る
東
西
国
司
の
招
集
も
歌
舞
奏
上
も
な
い
。
　
元
正
朝
に
見
る
歌
舞
奏
上
は
、
こ
の
他
に
養
老
元
年
四
月
甲
午
と
同
七
年
五
月
甲
申
の
二
例
が
あ
る
。
い
つ
れ
も
大
隅
・
薩
摩
の
隼
人
に
よ
る
。
殊
に
後
者
は
隼
人
征
討
後
の
朝
貢
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
美
濃
国
行
幸
で
招
集
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
中
央
官
吏
た
る
国
司
で
あ
る
か
ら
、
六
年
ご
と
に
交
替
・
朝
貢
す
る
隼
人
と
同
列
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
土
風
歌
簿
と
は
、
国
造
か
こ
れ
に
准
ず
る
地
方
祭
祀
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
（
出
雲
が
例
外
な
の
は
そ
の
た
め
か
）
、
国
司
を
引
率
役
と
し
て
、
地
方
豪
族
に
服
属
儀
礼
を
行
わ
せ
た
、
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
東
西
諸
国
に
よ
る
歌
侮
奏
上
、
近
江
－
不
破
ル
ー
ト
の
意
識
的
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
択
ー
初
度
の
美
濃
国
行
幸
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
行
幸
が
企
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
政
界
人
事
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元
明
即
位
後
の
「
和
銅
元
年
体
制
」
成
立
よ
り
廟
堂
に
新
参
公
卿
は
な
く
、
　
「
寡
頭
体
制
」
が
保
持
さ
れ
て
き
た
。
当
初
九
名
を
数
え
た
公
卿
も
、
和
銅
年
間
に
五
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
が
麗
じ
た
。
特
に
壬
申
の
功
臣
大
伴
安
麻
呂
の
死
は
、
首
親
王
立
太
子
に
影
響
し
た
と
云
う
。
ま
た
元
正
即
位
の
直
前
に
は
、
知
太
政
官
事
穂
積
親
王
と
と
も
に
、
長
親
王
も
亮
じ
た
。
そ
し
て
こ
の
養
老
元
年
に
は
、
中
納
言
巨
勢
麻
呂
と
左
大
臣
石
上
麻
呂
を
喪
う
。
遂
に
廟
堂
は
、
右
大
臣
藤
原
不
比
等
と
中
納
言
阿
倍
宿
奈
麻
呂
の
両
名
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
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「
寡
頭
体
制
」
は
、
両
度
の
美
濃
国
行
幸
を
画
し
て
一
変
す
る
。
初
度
の
行
幸
の
一
月
後
に
藤
原
房
前
が
参
議
と
な
り
、
再
度
行
幸
し
た
直
後
に
、
長
屋
王
以
下
四
名
の
公
卿
が
補
せ
ら
れ
た
。
特
に
後
者
は
密
接
な
連
関
が
あ
る
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
一
月
に
互
る
東
国
巡
幸
と
、
高
市
皇
子
の
子
H
長
屋
王
な
ら
び
に
大
伴
安
麻
呂
の
子
1
1
旅
人
の
廟
堂
入
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
大
宝
二
年
十
月
甲
辰
よ
り
四
十
五
日
間
に
互
っ
て
、
持
統
太
上
天
皇
が
東
国
を
巡
幸
し
、
翌
三
年
正
月
壬
午
に
刑
部
親
王
が
知
太
政
官
事
に
就
任
し
た
ー
こ
れ
は
持
統
の
四
七
日
の
翌
日
に
当
る
ー
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
刑
部
親
王
は
壬
申
の
乱
に
参
加
し
た
、
最
後
の
天
武
皇
子
で
あ
っ
た
。
東
国
巡
幸
と
壬
申
の
ゆ
か
り
の
参
政
に
は
、
や
は
り
政
権
意
思
の
脈
絡
を
見
出
し
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
る
の
で
は
な
い
．
か
。
東
国
は
壬
申
の
功
臣
を
数
多
く
か
つ
幅
広
く
輩
出
し
て
い
る
。
　
実
は
壬
申
の
功
臣
層
へ
の
顕
彰
が
霊
亀
二
年
四
月
癸
丑
に
行
わ
れ
て
い
た
。
村
国
小
依
を
始
め
と
す
る
功
臣
十
一
名
の
子
息
に
．
田
を
賜
っ
た
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
壬
申
の
功
績
は
、
功
臣
の
第
二
世
代
に
改
め
て
相
続
さ
れ
て
い
た
。
壬
申
年
の
記
憶
を
新
た
に
し
た
後
、
こ
の
行
幸
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
行
幸
の
演
出
・
設
定
と
し
て
、
壬
申
年
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
径
し
む
に
足
り
な
い
。
む
し
ろ
東
西
分
け
て
の
歌
舞
奏
上
そ
し
て
そ
の
舞
台
設
定
ー
不
破
1
1
東
国
¢
西
国
1
ー
志
我
1
に
、
誰
も
が
壬
申
年
の
再
演
を
見
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
養
老
四
年
に
成
立
す
る
『
書
紀
』
の
一
巻
を
壬
申
の
乱
が
占
め
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
演
出
の
深
長
な
意
味
を
想
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
石
上
．
麻
呂
の
麗
後
と
あ
っ
て
は
、
そ
の
観
が
強
い
。
　
石
上
麻
呂
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
は
、
不
比
等
に
比
し
て
評
価
が
か
な
り
低
い
。
だ
が
、
彼
は
壬
申
の
乱
に
お
い
て
大
友
皇
子
の
最
期
を
見
届
け
た
男
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
も
ま
た
壬
申
年
の
敗
者
1
1
近
江
軍
の
英
雄
と
い
え
た
。
そ
の
彼
が
左
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
た
こ
と
じ
た
い
、
私
に
は
い
ぶ
か
し
い
。
大
友
に
最
後
ま
で
従
っ
た
男
の
変
心
も
、
彼
を
受
け
入
れ
た
政
権
も
、
私
は
一29一
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理
解
に
苦
し
む
。
壬
申
年
が
帳
消
し
と
な
っ
て
、
彼
は
一
上
た
り
え
た
の
か
。
さ
れ
ぽ
そ
れ
は
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
P
　
と
ま
れ
、
後
節
に
述
べ
る
養
老
改
元
詔
に
は
、
麻
呂
第
へ
の
賜
物
が
前
置
き
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
国
行
幸
に
壬
申
年
の
演
出
を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
彼
の
死
は
近
江
で
の
西
国
の
歌
舞
奏
上
と
連
関
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
藤
原
氏
の
関
与
も
見
落
と
せ
な
い
。
ま
ず
房
前
が
参
議
を
許
さ
れ
、
ま
た
改
元
詔
発
布
の
日
に
美
濃
介
藤
原
麻
呂
が
叙
爵
の
栄
に
浴
し
た
。
こ
こ
に
藤
原
四
卿
は
み
な
「
通
貴
」
と
な
る
。
上
司
の
美
濃
守
笠
麻
呂
も
こ
の
時
加
階
さ
れ
た
が
、
こ
の
豪
腕
能
吏
は
和
銅
元
年
体
制
樹
立
よ
り
養
老
四
年
に
至
る
ま
で
、
緊
迫
し
た
律
令
国
家
完
成
期
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
美
濃
国
守
を
一
任
さ
れ
て
い
た
、
彼
と
藤
原
麻
呂
こ
そ
が
養
老
行
幸
の
発
議
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
人
脈
ル
ー
ト
が
藤
原
氏
に
ゆ
か
り
の
深
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
近
江
ル
ー
ト
の
選
択
と
と
も
に
行
幸
の
実
現
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
野
村
忠
夫
は
い
う
。
在
唐
中
の
宇
合
は
措
く
と
し
て
、
や
は
り
前
近
江
守
武
智
麻
呂
や
房
前
・
麻
呂
の
三
人
は
養
老
行
幸
で
少
な
か
ら
ぬ
働
き
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
武
智
麻
呂
の
近
江
で
の
治
績
は
『
家
伝
』
下
に
高
く
聞
こ
え
、
房
前
も
こ
れ
ま
で
に
二
度
、
東
国
巡
検
の
任
務
を
果
た
し
て
い
た
。
房
前
は
大
宝
三
年
正
月
に
東
海
道
、
和
銅
二
年
九
月
に
東
海
・
東
山
二
道
へ
派
遣
さ
れ
た
が
、
前
者
は
持
統
没
後
の
戒
厳
下
で
あ
り
、
後
者
は
蝦
夷
征
討
直
後
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
東
国
蜂
起
の
危
険
を
多
分
に
孕
ん
で
い
た
。
今
回
の
麻
呂
の
美
濃
介
拝
任
と
と
も
に
、
緊
迫
し
た
情
勢
下
の
東
国
へ
彼
ら
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
よ
ほ
ど
重
要
だ
と
思
う
。
美
濃
の
事
情
は
野
村
説
に
従
う
と
し
て
、
東
国
の
事
情
に
明
る
く
、
在
地
の
有
力
者
と
も
親
し
く
接
し
て
い
る
房
前
・
麻
呂
が
こ
の
行
幸
に
関
与
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
房
前
の
朝
政
参
議
は
、
藤
原
氏
の
檀
権
の
み
で
は
割
り
切
れ
ぬ
。
む
し
ろ
彼
の
経
歴
か
ら
妥
当
な
措
置
と
考
え
る
。
　
そ
し
て
、
彼
ら
を
廟
堂
よ
り
差
配
し
た
の
は
、
右
大
臣
藤
原
不
比
等
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
美
濃
国
行
幸
は
彼
の
意
匠
に
か
か
る
、
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
彼
は
壬
申
年
の
布
陣
を
借
り
て
、
東
西
諸
国
の
服
属
儀
礼
を
演
出
し
、
新
政
権
樹
立
の
構
想
を
一30一
公
表
し
た
。
女
帝
へ
の
帰
属
の
強
化
、
と
言
え
ぽ
そ
う
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
形
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
論
の
展
開
上
、
壬
申
年
よ
り
当
該
期
に
至
る
政
権
史
を
一
瞥
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
二
、
「
吉
野
盟
約
」
か
ら
「
持
統
王
系
」
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（
1
0
）
　
壬
申
の
乱
は
明
ら
か
に
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
勝
利
に
よ
っ
て
樹
立
し
た
、
天
武
の
政
権
は
「
ク
ー
デ
タ
i
　
（
1
1
）
政
権
」
と
規
定
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
政
権
と
は
、
通
常
そ
の
指
導
部
が
政
権
を
構
成
し
、
変
則
で
も
敗
者
方
に
重
要
ポ
ス
ト
を
委
ね
る
こ
と
は
な
い
。
書
紀
を
注
意
深
く
読
ん
で
ゆ
く
と
、
天
武
五
年
頃
ま
で
は
確
か
に
、
天
武
方
と
思
わ
れ
る
皇
親
や
氏
族
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
が
、
五
年
十
月
に
か
の
物
部
（
石
上
）
麻
呂
が
遣
新
羅
使
を
任
じ
、
そ
の
一
年
後
に
天
智
朝
の
将
軍
で
あ
っ
た
河
辺
百
枝
が
民
部
卿
に
な
る
あ
た
り
か
ら
、
近
江
方
の
人
名
が
散
見
し
始
め
る
。
　
天
武
五
年
前
後
よ
り
功
臣
等
の
死
没
が
目
立
ち
、
ま
た
功
臣
で
も
紀
氏
な
ど
は
勅
勘
を
蒙
っ
て
い
て
、
当
初
か
ら
政
権
図
式
は
混
乱
を
き
た
し
て
い
た
ら
し
い
。
天
武
を
支
持
し
た
勢
力
は
上
流
階
層
の
傍
系
と
中
下
級
層
で
あ
る
が
、
結
局
、
彼
ら
へ
の
優
遇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
措
置
は
官
吏
出
身
法
の
拡
大
・
氏
姓
の
昇
進
・
功
田
下
賜
と
い
う
程
度
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
政
変
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
慮
外
の
冷
遇
と
い
え
よ
う
。
彼
ら
は
勝
者
の
栄
誉
の
み
手
に
提
げ
て
、
在
地
の
中
間
支
配
層
へ
と
帰
還
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
天
武
朝
の
問
題
点
を
こ
こ
で
整
理
す
る
と
、
ω
政
権
樹
立
の
た
め
の
基
盤
の
設
定
、
そ
し
て
②
王
朝
樹
立
の
た
め
の
正
統
性
の
確
保
、
こ
の
二
点
と
な
ろ
う
。
官
僚
機
構
の
形
成
も
第
一
の
問
題
に
含
ま
れ
る
。
　
政
権
の
樹
立
に
は
確
固
た
る
基
盤
が
必
要
で
あ
る
。
天
武
政
権
の
基
盤
は
功
臣
層
に
あ
っ
た
か
。
否
で
あ
る
。
大
伴
氏
な
ど
が
一31一
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政
府
の
首
班
と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
後
を
通
じ
て
な
か
っ
た
。
天
武
の
皇
親
な
ど
を
除
け
ば
、
乱
時
の
支
持
勢
力
が
政
府
の
中
枢
を
占
め
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
官
僚
機
構
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
伴
造
系
の
氏
族
の
よ
う
に
も
と
も
と
宮
廷
に
仕
え
る
も
の
を
除
く
と
、
特
に
乱
で
活
躍
し
た
郡
司
層
が
中
央
官
僚
を
輩
出
し
た
と
も
想
像
し
が
た
い
。
天
武
二
年
五
月
乙
酉
詔
の
「
大
舎
人
」
制
も
、
た
だ
ち
に
官
人
と
し
て
登
用
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
適
材
適
所
を
期
す
べ
く
見
習
い
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
で
は
余
裕
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
五
年
四
月
辛
亥
勅
な
ど
も
、
　
「
外
国
人
」
に
中
央
官
吏
登
用
の
道
を
開
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
時
点
ま
で
こ
う
し
た
道
を
閉
ざ
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。
や
は
り
官
僚
機
構
は
、
ほ
ぼ
前
代
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
最
上
位
に
天
武
の
玉
座
が
据
え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。　
従
っ
て
、
彼
は
始
め
か
ら
新
し
い
官
僚
を
登
用
し
て
「
ク
ー
デ
タ
i
政
権
」
樹
立
を
志
向
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
天
武
の
狙
い
は
近
江
政
権
の
完
全
打
破
で
は
な
く
、
大
友
皇
子
と
五
大
官
の
排
除
に
あ
っ
た
。
彼
は
大
化
の
遺
構
の
上
に
、
自
ら
の
王
朝
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
戦
後
裁
判
で
四
大
官
を
中
心
と
す
る
「
重
罪
八
人
」
の
み
を
罰
し
、
そ
の
他
は
悉
く
赦
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
持
統
朝
以
降
に
活
躍
す
る
近
江
の
廷
臣
等
は
、
復
活
し
た
の
で
は
な
く
、
天
武
朝
よ
り
す
で
に
官
僚
機
構
の
運
営
に
あ
た
り
、
持
統
朝
に
お
い
て
擢
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
　
政
権
基
盤
を
旧
態
の
官
僚
機
構
に
お
い
た
と
考
え
れ
ば
、
律
令
制
の
整
備
が
壬
申
の
乱
で
後
退
す
る
こ
と
な
く
、
二
次
曲
線
的
に
進
展
せ
ら
れ
た
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
天
武
“
大
海
人
の
政
界
進
出
は
、
白
村
江
以
後
の
政
局
立
て
直
し
が
契
機
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
・
・
の
よ
う
な
経
歴
に
加
え
て
・
春
の
二
皇
女
や
鎌
足
の
二
女
を
乱
後
曇
・
た
可
欝
も
あ
り
、
近
江
の
官
僚
¢
天
智
．
藤
原
・
蘇
我
と
い
う
紐
帯
を
、
そ
の
娘
た
ち
を
後
宮
に
納
れ
る
こ
と
で
包
含
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
一32一
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る
。
旧
態
の
契
約
関
係
は
、
天
武
が
そ
の
上
位
に
立
つ
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
天
武
へ
の
忠
誠
に
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
天
智
の
皇
親
は
正
統
性
の
確
保
に
も
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。
天
武
は
四
人
も
の
天
智
皇
女
を
入
内
さ
せ
た
。
翻
っ
て
天
智
は
、
素
腹
の
倭
皇
后
の
ほ
か
皇
親
と
の
婚
姻
に
全
く
執
着
し
て
い
な
い
ρ
彼
の
妃
の
多
く
は
執
政
大
臣
（
そ
れ
も
政
治
的
敗
者
）
の
女
や
采
女
で
あ
っ
て
、
大
友
“
卑
母
腹
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
不
文
律
が
存
在
し
て
い
た
の
な
ら
、
も
っ
と
彼
は
王
女
を
嬰
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
矛
盾
と
い
う
ほ
か
な
い
。
王
統
が
王
姓
腹
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、
実
は
天
武
の
思
案
に
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。　
「
神
」
で
あ
り
「
漢
高
祖
」
で
あ
る
天
武
の
政
権
は
、
甜
明
即
位
前
紀
に
見
る
よ
う
な
大
夫
の
合
議
に
基
づ
く
即
位
で
は
な
い
の
で
、
大
臣
を
筆
頭
と
す
る
議
政
官
を
置
く
気
遣
い
は
な
い
。
伝
統
的
諸
勢
力
の
調
整
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
な
い
。
だ
が
伝
統
的
な
王
位
継
承
を
逸
脱
し
て
即
位
し
た
、
彼
の
専
制
政
権
は
彼
あ
っ
て
こ
そ
の
均
衡
の
上
に
樹
っ
て
い
た
。
長
期
政
権
へ
の
志
向
は
彼
に
こ
う
し
た
伝
統
H
権
威
と
の
闘
い
を
余
儀
な
く
す
る
。
そ
の
克
服
に
は
彼
の
カ
リ
ス
マ
に
替
わ
る
強
固
な
地
盤
が
制
度
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
八
色
姓
の
真
人
・
朝
臣
姓
が
当
時
の
政
情
に
殆
ど
無
関
係
で
、
多
く
古
事
記
な
ど
に
見
え
る
神
話
的
氏
族
で
あ
る
（
古
事
記
の
祖
先
記
事
と
七
七
％
一
致
す
る
）
の
は
、
氏
姓
秩
序
の
神
話
的
再
編
を
期
す
政
略
と
い
え
な
い
か
。
氏
姓
社
会
に
神
話
的
世
界
観
を
投
影
し
、
全
く
新
し
い
王
権
の
枠
組
を
構
築
す
る
。
長
期
政
権
を
願
う
、
天
武
王
朝
の
地
盤
で
あ
る
。
王
朝
樹
立
の
た
め
の
王
統
確
立
、
そ
し
て
こ
れ
を
扶
持
す
る
皇
親
体
制
の
形
成
。
そ
の
制
度
化
へ
の
努
力
は
天
武
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
。　
（
正
月
）
戊
子
、
詔
日
、
凡
当
二
正
月
之
節
一
、
諸
王
諸
臣
及
百
寮
者
、
除
二
兄
姉
以
上
親
及
己
氏
長
一
、
以
外
莫
レ
拝
焉
。
其
諸
王
　
者
、
難
レ
母
、
非
二
王
姓
一
者
莫
レ
拝
。
凡
諸
臣
亦
莫
レ
拝
二
卑
母
一
。
錐
レ
非
二
正
月
節
一
、
復
准
レ
此
。
若
有
二
犯
者
一
、
随
レ
事
罪
レ
之
。
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拝
礼
の
対
象
を
限
定
し
、
正
月
拝
賀
の
み
な
ら
ず
日
常
に
お
い
て
も
適
用
す
る
、
と
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
諸
王
に
王
姓
な
ら
ぬ
母
へ
の
拝
礼
を
禁
じ
、
諸
臣
に
対
し
て
も
、
自
分
よ
り
卑
姓
の
出
身
た
る
母
に
は
拝
礼
を
許
さ
な
い
点
で
あ
る
。
卑
母
へ
の
拝
礼
を
禁
ず
る
こ
と
に
何
か
の
古
典
が
あ
る
に
し
ろ
、
卑
母
腹
の
地
位
低
下
は
否
め
な
い
。
古
代
王
権
で
は
、
日
常
的
言
動
規
制
に
よ
る
政
略
が
し
ぼ
し
ば
試
み
ら
れ
る
。
ま
た
そ
こ
に
礼
楽
思
想
輸
入
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
正
月
詔
の
深
謀
を
探
れ
ば
、
　
「
非
王
姓
」
腹
皇
子
の
地
位
を
下
す
と
こ
ろ
に
行
き
当
る
。
王
統
を
「
王
姓
」
腹
に
限
定
す
る
企
み
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
ま
た
諸
臣
へ
の
同
様
の
規
制
は
党
派
解
体
を
捉
し
賜
姓
政
策
を
展
望
す
る
。
氏
姓
秩
序
再
編
の
布
石
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
手
続
き
を
踏
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
え
た
上
で
、
皇
親
体
制
の
枠
組
が
構
想
・
公
表
さ
れ
た
。
　
「
吉
野
盟
約
」
で
あ
る
（
天
武
紀
八
年
五
月
甲
申
条
）
。
　
吉
野
盟
約
は
現
政
権
成
立
の
起
点
と
な
っ
た
吉
野
を
儀
場
と
し
、
天
神
地
祇
と
天
皇
を
証
人
、
草
壁
を
宣
誓
主
と
し
て
、
五
皇
子
が
こ
れ
に
従
う
形
を
と
っ
た
。
こ
れ
と
全
く
同
じ
形
式
が
、
天
智
十
年
十
一
月
丙
辰
、
内
裏
西
殿
織
仏
像
を
前
に
し
た
大
友
－
五
大
官
に
よ
る
誓
盟
に
見
え
る
。
こ
の
時
の
証
人
は
内
裏
の
仏
で
あ
る
が
、
宣
誓
主
大
友
が
香
鐘
を
手
に
誓
い
、
同
様
に
五
臣
が
四
天
王
．
天
神
地
祇
の
罰
に
か
け
て
盟
約
し
た
。
誓
約
の
内
容
も
人
員
構
成
も
全
く
合
致
し
、
数
日
を
経
て
再
度
天
皇
を
拝
す
る
と
こ
ろ
ま
で
一
致
す
る
。
こ
の
形
態
は
「
盟
約
」
の
一
般
形
式
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
天
武
が
近
江
の
先
例
を
借
り
た
の
で
あ
る
。
儀
礼
の
意
味
は
そ
の
形
態
を
離
れ
て
存
し
な
い
。
形
態
の
相
似
は
意
味
の
類
似
に
他
な
ら
な
い
。
従
盟
者
の
五
角
形
と
そ
の
中
点
た
る
宣
誓
主
（
Φ
証
人
）
に
よ
る
「
盟
約
」
は
、
今
後
存
続
さ
る
べ
き
体
制
の
理
念
を
公
表
し
た
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
天
武
王
朝
は
こ
の
六
皇
子
に
託
さ
れ
た
。
こ
の
六
名
と
い
う
数
は
、
以
後
の
皇
親
体
創
の
再
編
成
時
で
も
大
略
継
承
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
こ
こ
に
、
天
智
皇
子
が
二
名
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
や
は
り
先
に
述
べ
た
政
権
基
盤
の
問
題
が
背
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
景
に
あ
る
と
思
う
。
こ
の
頃
に
は
天
智
ー
天
武
皇
子
女
間
の
婚
姻
が
積
極
的
に
結
ぼ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
の
結
果
持
統
と
草
一34一
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
壁
・
大
津
・
高
市
は
義
姉
弟
と
な
る
。
天
武
の
意
図
は
血
盟
と
盟
約
に
よ
る
体
制
確
立
に
あ
っ
た
。
依
然
、
中
央
の
混
乱
が
中
下
級
層
を
再
び
刺
激
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
王
統
の
確
立
と
皇
親
の
盟
約
は
、
天
武
王
朝
の
「
無
事
」
を
支
え
る
命
綱
と
も
い
え
た
。　
六
皇
子
の
う
ち
、
皇
親
腹
は
草
壁
と
大
津
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
盟
約
に
は
皇
后
も
証
人
と
し
て
立
ち
会
っ
た
。
皇
位
継
承
者
は
す
で
に
内
定
し
て
い
た
。
皇
后
腹
の
草
壁
は
十
八
歳
、
成
人
1
1
参
政
に
は
未
だ
猶
予
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
草
壁
を
継
承
者
と
し
大
津
を
補
佐
と
す
る
構
想
を
、
天
武
は
当
時
よ
り
描
い
て
い
た
。
こ
れ
を
彼
ら
の
成
人
に
合
わ
せ
て
、
草
壁
任
摂
政
．
大
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
津
聴
政
と
い
う
形
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
大
津
の
参
政
は
後
の
知
太
政
官
事
制
の
原
形
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
時
期
よ
り
六
皇
子
は
、
政
府
要
人
や
功
臣
へ
の
慰
問
・
弔
使
、
あ
る
い
は
国
史
編
纂
と
い
っ
た
事
業
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
役
割
は
後
の
天
武
皇
親
や
功
臣
系
公
卿
の
そ
れ
と
も
よ
く
照
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
政
治
的
役
割
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
　
十
年
二
月
の
律
令
制
定
詔
も
、
草
壁
の
任
摂
政
皇
太
子
と
同
じ
日
に
発
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
余
裕
を
も
っ
て
編
纂
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
壁
の
治
世
に
供
す
る
も
の
と
し
て
志
向
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
草
壁
－
持
統
体
制
は
天
武
が
予
定
し
た
も
の
と
私
は
よ
む
。
儲
君
－
大
后
を
盟
約
五
皇
子
が
補
弼
す
る
体
制
を
天
武
は
構
想
し
て
い
た
。
確
か
に
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
壁
の
叙
位
は
律
令
的
皇
太
子
制
か
ら
み
れ
ば
奇
異
だ
が
、
私
は
一
応
令
制
以
前
の
「
儲
君
」
の
地
位
を
彼
に
認
め
、
　
「
立
太
子
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
地
位
の
確
立
よ
り
む
し
ろ
「
摂
政
」
と
し
て
の
執
政
権
を
「
大
后
」
と
同
様
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
盟
約
」
は
予
定
通
り
履
行
さ
れ
る
か
に
見
え
た
。
天
武
は
死
に
臨
み
、
皇
后
と
皇
太
子
へ
の
全
権
委
譲
を
遺
言
し
（
朱
鳥
元
年
七
月
癸
丑
勅
）
、
六
皇
子
に
加
封
し
て
（
同
八
月
辛
巳
条
）
盟
約
履
行
を
再
確
認
せ
し
め
た
。
だ
が
、
盟
約
は
破
ら
れ
た
。
　
天
武
崩
後
に
大
津
の
謀
反
が
発
覚
し
、
三
十
名
が
逮
捕
さ
れ
た
。
実
際
に
処
罰
を
う
け
た
の
は
二
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
人
一35一
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礪
杵
道
作
は
美
濃
国
礪
杵
郡
の
豪
族
と
見
ら
れ
る
。
け
だ
し
大
津
は
壬
申
年
の
再
現
に
よ
り
王
位
を
窺
っ
た
の
で
あ
る
（
私
は
大
津
の
破
約
と
よ
み
、
冤
罪
と
は
見
な
い
）
。
こ
こ
に
「
盟
約
」
体
制
は
破
綻
の
危
機
に
瀕
し
た
。
し
か
し
、
皇
后
と
皇
太
子
の
対
応
は
的
確
で
あ
っ
た
。
謀
反
発
覚
よ
り
三
日
後
、
朱
鳥
元
年
九
月
甲
子
よ
り
四
日
に
互
る
大
規
模
な
葬
礼
が
、
天
武
の
積
宮
で
催
さ
れ
た
。
諸
王
．
一
部
六
官
か
ら
内
廷
官
司
・
僧
尼
・
蝦
夷
・
隼
人
・
諸
国
司
に
至
る
謙
の
奉
読
と
、
諸
国
造
の
歌
鱗
奏
上
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
国
造
は
「
随
二
参
赴
一
各
諦
之
。
傍
奏
二
種
々
歌
傷
こ
と
あ
り
、
緊
急
に
招
集
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
諸
国
造
に
よ
る
服
属
儀
礼
の
追
加
は
、
大
津
事
件
に
よ
る
動
揺
を
抑
え
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
翌
持
統
元
年
よ
り
二
年
に
か
け
て
、
皇
太
子
は
公
卿
・
百
寮
等
を
繰
り
返
し
天
武
の
贋
宮
に
率
い
て
し
き
り
に
働
笑
し
た
。
時
に
は
蝦
夷
・
隼
人
・
諸
蕃
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
を
も
率
い
た
。
皇
后
と
皇
太
子
は
、
　
「
如
在
の
礼
」
を
と
っ
て
天
武
の
霊
威
を
現
前
せ
し
め
、
吏
民
の
帰
属
を
訴
え
た
。
こ
の
企
み
は
、
白
村
江
敗
戦
後
に
、
中
大
兄
が
母
帝
の
濱
宮
を
長
く
留
め
た
意
図
に
通
ず
る
。
　
二
年
十
一
月
に
天
武
を
葬
り
、
翌
三
年
よ
り
皇
后
と
皇
太
子
は
盟
約
体
制
の
実
現
へ
と
動
き
始
め
た
。
し
か
し
同
年
四
月
に
草
壁
が
甕
じ
、
ま
た
も
盟
約
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
皇
后
は
令
二
十
二
巻
を
頒
下
し
、
翌
四
年
正
月
即
位
に
踏
み
切
っ
た
。
同
七
月
に
高
市
皇
子
を
太
政
大
臣
と
し
、
多
治
比
嶋
を
右
大
臣
と
し
て
、
令
制
に
よ
る
中
央
官
僚
・
諸
国
司
の
大
規
模
な
遷
任
を
行
っ
た
。
殊
に
高
市
の
太
政
大
臣
抜
擢
は
、
　
「
摂
政
」
草
壁
の
死
を
補
う
も
の
と
私
は
み
て
い
る
。
　
高
市
の
任
太
政
大
臣
へ
の
理
解
は
、
皇
親
体
制
論
の
重
要
な
核
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ぽ
、
元
来
女
帝
に
は
皇
親
の
代
王
者
を
置
く
例
で
あ
り
、
高
市
の
継
承
資
格
は
解
消
さ
れ
て
い
た
上
、
太
政
大
臣
の
任
命
は
当
時
大
友
皇
子
の
記
憶
を
鮮
烈
に
喚
起
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
か
ら
考
え
て
、
高
市
の
起
用
は
持
統
の
思
惑
に
そ
れ
ほ
ど
抵
触
し
な
い
。
王
位
を
め
ぐ
る
策
謀
は
常
に
東
国
へ
向
か
う
。
こ
の
意
味
で
む
し
ろ
、
壬
申
の
英
雄
た
る
高
市
の
起
用
は
、
ポ
ス
ト
壬
申
年
の
施
政
陣
形
を
維
持
す
る
命
脈
と
い
一36一
学習院大学人文科学論集1（1992）
麺
・
こ
の
時
の
持
統
の
立
場
は
「
盟
約
」
保
守
で
あ
・
た
・
数
多
い
吉
野
行
幸
は
、
ま
さ
に
盟
約
」
体
制
へ
の
自
己
同
一
性
を
表
明
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
（
聖
武
も
即
位
直
後
の
神
亀
元
年
三
月
に
吉
野
へ
赴
い
て
い
る
）
。
　
し
か
し
盟
約
体
制
と
は
い
え
、
ポ
ス
ト
天
武
政
権
の
「
無
事
」
は
天
武
時
代
の
相
対
化
を
必
要
条
件
と
し
た
。
持
統
四
年
の
服
制
改
革
や
浄
御
原
令
施
行
－
藤
原
遷
都
な
ど
は
天
武
的
デ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
の
転
回
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
政
権
基
盤
の
制
度
化
と
と
も
に
近
江
の
門
閥
官
僚
が
顕
官
に
名
を
連
ね
る
よ
う
に
な
る
。
近
江
旧
臣
の
動
き
は
持
統
十
年
七
月
、
高
市
の
死
後
に
一
層
顕
著
に
な
る
。
同
八
・
九
月
に
壬
申
の
功
臣
各
一
名
の
褒
賞
が
あ
り
、
十
月
に
右
大
臣
多
治
比
嶋
を
は
じ
め
大
納
言
阿
倍
御
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
こ
人
・
大
伴
御
行
、
　
（
中
納
言
？
）
石
上
麻
呂
・
藤
原
不
比
等
に
資
人
を
賜
っ
た
。
こ
の
一
連
の
贈
与
は
恐
ら
く
高
市
麗
後
の
体
制
を
託
し
た
も
の
だ
が
、
大
伴
以
外
、
す
で
に
近
江
の
門
閥
が
廟
堂
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
残
る
従
盟
者
の
三
皇
子
は
、
元
来
皇
位
継
承
資
格
を
有
し
て
い
な
い
。
天
武
皇
子
の
皇
親
腹
な
ら
ぽ
、
大
江
皇
女
腹
の
長
．
弓
削
両
皇
子
が
皇
嗣
に
ふ
さ
わ
し
い
。
だ
が
、
も
と
も
と
近
江
の
基
盤
の
上
に
樹
て
ら
れ
た
政
権
で
あ
り
、
持
統
天
皇
は
天
武
皇
后
で
あ
る
前
に
天
智
皇
女
で
あ
っ
た
。
壬
申
の
功
臣
層
は
つ
い
に
政
治
勢
力
化
せ
ず
、
政
権
の
比
重
は
近
江
方
に
傾
い
て
い
た
。
皇
嗣
決
定
の
議
場
で
、
弓
削
皇
子
が
葛
野
王
（
大
友
皇
子
の
長
子
）
に
一
喝
さ
れ
、
草
壁
の
子
1
1
軽
皇
子
の
即
位
を
許
し
た
経
緯
は
、
近
江
優
勢
の
空
気
を
伝
え
て
い
る
。
と
同
時
に
、
皇
親
腹
の
弓
削
に
は
一
喝
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
軽
皇
子
は
即
位
し
、
祖
母
帝
は
太
上
天
皇
と
な
っ
て
、
文
武
－
持
統
の
共
同
統
治
が
開
か
れ
た
。
即
位
直
後
の
元
年
閏
十
二
月
政
府
は
か
の
天
武
八
年
正
月
詔
を
改
め
て
強
調
し
て
卑
母
腹
系
皇
親
の
抑
圧
、
政
治
的
党
派
の
解
体
を
期
し
、
ま
た
翠
二
年
三
月
に
は
改
め
て
評
造
を
任
官
し
王
法
へ
の
忠
誠
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
吉
野
行
幸
を
す
ま
せ
、
元
号
復
活
を
果
た
し
た
新
天
皇
は
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
ら
に
、
政
治
意
思
巻
太
政
官
に
一
局
化
す
べ
く
、
律
令
制
の
徹
底
を
推
進
し
た
。
大
宝
律
令
の
施
行
が
そ
れ
を
語
る
。
律
令
の
撰
一37一
元正女帝期政権論（井上　亘）
修
は
刑
部
（
忍
壁
ゾ
親
王
を
総
帥
と
し
た
が
、
　
「
令
官
」
の
中
心
は
藤
原
不
比
等
ら
近
江
方
の
官
僚
に
あ
っ
た
。
　
近
江
廷
臣
主
導
の
政
権
に
お
い
て
、
壬
申
の
再
現
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
壬
申
の
遺
臣
に
は
中
庸
な
る
配
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
功
封
を
大
宝
．
霊
亀
・
天
平
宝
字
に
わ
た
り
詮
議
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
業
の
繊
細
さ
を
物
語
る
。
新
令
の
実
質
的
な
施
行
を
見
た
大
宝
元
年
六
月
、
持
統
は
吉
野
宮
に
幸
し
た
が
、
還
宮
し
た
翌
七
月
に
、
親
王
以
下
へ
新
令
に
よ
る
食
封
給
与
が
行
わ
れ
、
同
時
に
壬
申
の
功
封
を
令
に
よ
り
規
定
し
た
。
ま
た
完
成
し
た
律
令
の
頒
下
に
伴
い
、
持
統
は
四
十
五
日
間
に
互
る
東
国
巡
幸
に
出
た
。
こ
の
仕
事
を
最
後
に
持
統
は
崩
じ
た
。
こ
の
仕
事
と
刑
部
親
王
の
律
令
主
宰
・
知
太
政
官
事
就
任
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
連
関
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
当
該
期
政
権
の
均
衡
感
覚
が
看
取
さ
れ
る
。
　
従
来
、
当
該
期
の
王
権
は
「
天
武
系
」
と
呼
ぼ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
き
た
り
、
そ
の
命
名
が
妥
当
で
な
い
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
天
武
以
降
の
政
権
は
、
近
江
方
と
功
臣
方
と
い
う
全
く
新
し
い
均
衡
に
お
い
て
定
立
し
て
い
た
。
そ
の
均
衡
は
、
天
武
亡
き
後
、
天
智
系
と
天
武
系
を
跨
ぐ
持
統
の
立
場
に
お
い
て
維
持
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
持
統
が
崩
ず
る
直
前
に
、
天
智
と
天
武
の
命
日
を
国
忌
と
す
る
勅
が
触
れ
ら
れ
、
文
武
が
崩
ず
る
直
前
に
、
草
壁
が
国
忌
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
ら
は
私
の
理
解
に
よ
く
な
じ
む
。
こ
こ
に
私
は
、
当
代
の
王
統
を
「
持
統
系
」
と
称
し
て
揮
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
文
武
は
慶
雲
三
年
十
一
月
に
不
予
と
な
り
、
母
阿
閑
内
親
王
に
譲
位
の
意
を
示
し
た
。
さ
ら
に
彼
女
の
即
位
条
件
を
整
え
る
べ
く
、
翌
四
年
四
月
庚
辰
に
草
壁
を
国
忌
に
入
れ
て
皇
后
に
准
じ
、
そ
の
翌
々
日
、
藤
原
不
比
等
に
食
封
五
千
戸
の
下
賜
を
公
表
し
て
、
今
後
の
体
制
維
持
を
託
し
た
。
こ
の
宣
命
は
、
鎌
足
を
建
内
宿
禰
に
擬
し
て
、
不
比
等
に
内
臣
と
皇
室
外
戚
の
権
威
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
聖
武
即
位
宣
命
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
時
す
で
に
首
親
王
が
皇
嗣
に
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
外
祖
父
に
あ
た
る
不
比
等
の
重
用
は
、
　
「
非
王
姓
」
腹
皇
子
の
即
位
を
実
現
す
る
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
以
後
、
天
武
八
年
正
月
詔
が
顧
み
ら
れ
る
一38一
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こ
と
は
な
い
。
吉
野
行
幸
も
中
絶
す
る
。
　
「
盟
約
」
保
守
か
ら
「
持
統
王
系
」
隔
離
へ
の
離
陸
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
律
令
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
1
）
制
と
い
う
方
法
論
が
導
く
、
　
「
制
度
化
さ
れ
た
王
権
」
樹
立
に
よ
り
実
現
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
慶
雲
四
年
六
月
に
文
武
が
崩
じ
、
彼
の
母
元
明
が
即
位
し
た
。
そ
の
即
位
宣
命
に
「
不
改
常
典
」
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
問
題
で
一
つ
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
元
明
が
彼
女
の
政
治
体
制
の
古
典
と
し
て
、
天
武
で
は
な
く
天
智
を
掲
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
天
武
の
立
て
た
継
承
法
に
よ
れ
ば
、
長
親
王
が
皇
嗣
に
ふ
さ
わ
し
い
。
実
は
持
統
の
葬
送
を
終
え
た
慶
雲
元
年
正
月
丁
酉
に
、
長
親
王
を
筆
頭
と
し
て
舎
人
・
穂
積
・
刑
部
四
親
王
に
二
百
戸
、
新
田
部
・
志
紀
両
親
王
に
百
戸
の
増
封
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
石
上
麻
呂
・
藤
原
不
比
等
の
ほ
か
十
四
人
に
も
増
封
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
政
府
首
脳
へ
の
増
封
と
見
て
大
過
な
い
。
上
の
六
親
王
が
、
文
武
を
頂
く
新
た
な
従
盟
者
を
任
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
、
首
親
王
立
太
子
へ
と
具
体
的
に
始
動
し
た
和
銅
七
年
正
月
壬
戌
に
、
長
・
舎
人
・
新
田
部
・
志
貴
へ
二
百
戸
、
長
屋
王
へ
百
戸
の
増
封
が
あ
り
、
立
太
子
実
現
へ
の
協
調
を
要
請
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
皇
親
体
制
」
と
は
漠
然
と
全
皇
親
を
指
す
の
で
は
な
い
。
一
定
枠
の
皇
親
を
指
定
し
、
盟
約
・
増
封
な
ど
の
方
法
に
よ
り
抜
擢
し
て
協
調
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
天
智
の
「
不
改
常
典
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
天
智
皇
女
た
る
元
明
は
、
そ
の
即
位
の
正
統
性
を
確
保
し
た
。
だ
が
、
同
時
に
授
刀
舎
人
寮
を
新
置
し
て
自
身
の
安
全
を
も
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
和
銅
元
年
三
月
の
大
人
事
異
動
、
同
七
月
乙
巳
の
公
卿
お
よ
び
五
位
以
上
の
文
武
職
事
官
に
忠
誠
を
期
待
す
る
勅
、
平
城
遷
都
と
、
文
武
即
位
で
確
保
さ
れ
た
王
朝
の
地
盤
を
定
礎
し
な
お
さ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
念
的
再
定
礎
の
過
程
に
お
い
て
、
元
明
は
現
体
制
の
創
立
者
を
天
智
に
帰
し
、
元
正
朝
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
に
至
る
と
天
武
を
弥
勒
、
持
統
を
釈
迦
に
擬
え
た
（
養
老
六
年
十
二
月
庚
戌
勅
）
。
こ
こ
に
彼
ら
の
政
権
の
帰
依
す
べ
き
世
界
観
が
知
ら
れ
る
。
　
「
盟
約
」
体
制
は
こ
う
し
て
「
持
統
王
系
」
体
制
に
吸
収
・
解
消
さ
れ
る
。
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天
武
朝
よ
り
そ
の
政
権
基
盤
は
近
江
方
に
あ
り
、
功
臣
層
は
つ
い
に
政
治
勢
力
化
し
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
存
在
じ
た
い
が
未
然
の
恐
怖
で
あ
っ
た
。
天
武
在
生
中
は
よ
い
。
特
に
壬
申
年
の
不
始
末
は
、
持
統
系
王
政
期
に
影
響
し
た
の
で
あ
る
。
皇
室
は
、
東
国
巡
幸
や
天
武
皇
子
な
ど
壬
申
の
ゆ
か
り
の
参
政
で
こ
う
し
た
恐
怖
を
緩
和
し
た
。
つ
と
に
持
統
一
家
が
長
屋
王
を
ミ
ウ
チ
と
し
た
の
も
か
か
る
懸
念
あ
っ
て
こ
そ
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
高
市
の
子
に
一
家
の
皇
女
を
嫁
す
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。
岸
俊
男
は
「
固
関
」
を
論
じ
て
、
三
関
が
「
逆
謀
者
の
東
国
へ
の
逃
入
を
防
］
ぐ
目
的
で
置
か
れ
、
そ
の
背
景
に
「
東
国
の
重
要
性
」
を
指
　
（
2
2
）
摘
し
た
。
な
ぜ
三
関
は
東
方
の
み
な
の
か
。
な
ぜ
固
関
が
養
老
五
年
を
初
見
と
す
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
疑
問
は
壬
申
年
の
不
始
末
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
初
め
て
氷
解
す
る
。
そ
こ
に
特
異
な
養
老
行
幸
の
戦
略
を
読
解
し
う
る
の
だ
と
、
私
は
考
え
る
。
三
、
「
壬
申
の
再
演
」
お
よ
び
直
諫
要
請
詔
撒
回
「
事
件
」
一40一
　
元
正
の
即
位
は
「
不
改
常
典
」
を
持
ち
出
す
こ
と
も
な
く
、
禅
譲
を
受
け
て
無
事
登
極
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
元
明
の
子
と
し
て
即
位
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
首
親
王
の
立
太
子
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
い
ま
一
人
の
女
帝
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
謎
を
政
策
史
か
ら
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
司
へ
の
管
理
強
化
、
諸
国
分
置
や
辺
境
諸
国
へ
の
強
硬
な
態
度
、
　
「
国
家
隆
泰
、
要
在
レ
富
レ
民
。
富
レ
民
之
本
、
務
従
二
貨
食
一
」
（
霊
亀
元
年
十
月
詔
）
な
ど
に
み
る
貨
食
主
義
政
策
、
僧
綱
の
統
制
強
化
や
律
令
行
政
の
徹
底
な
ど
ー
政
策
の
基
調
は
、
ほ
ぼ
元
明
期
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
政
策
意
思
の
変
更
に
関
わ
る
王
位
交
替
と
は
い
え
な
い
。
　
元
正
女
帝
は
、
　
『
続
紀
』
中
唯
一
宣
命
に
よ
？
て
意
思
表
示
を
し
な
か
っ
た
天
皇
で
あ
る
。
他
に
も
知
太
政
官
事
を
一
時
断
絶
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さ
せ
た
こ
と
や
、
美
濃
国
行
幸
で
の
服
属
儀
礼
な
ど
、
元
正
朝
に
は
特
異
な
施
政
が
多
い
。
私
は
こ
れ
ら
に
、
前
代
以
来
の
政
治
体
制
を
克
服
す
る
意
思
を
見
る
。
具
体
的
に
は
皇
親
体
制
の
克
服
、
そ
し
て
「
持
統
王
系
」
の
自
律
が
志
向
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
長
・
穂
積
親
王
の
亮
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
、
元
正
と
い
う
人
望
あ
つ
い
才
媛
を
起
用
し
て
実
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
養
老
改
元
の
儀
は
、
女
帝
政
治
の
特
徴
で
あ
る
「
垂
簾
」
を
擬
げ
た
、
異
例
の
演
出
で
あ
っ
た
。
　
（
十
一
月
）
癸
丑
、
天
皇
臨
レ
軒
、
詔
日
、
「
朕
以
二
今
年
九
月
一
、
到
二
美
濃
国
不
破
行
宮
一
、
留
連
数
日
。
因
覧
二
当
老
日
郡
多
度
山
　
美
泉
一
、
自
盟
二
手
面
一
、
皮
膚
如
レ
滑
。
亦
洗
二
痛
処
一
、
無
レ
不
二
除
愈
一
。
在
二
朕
之
躬
一
、
甚
有
二
其
験
一
。
又
就
而
飲
浴
之
者
、
　
或
白
髪
反
レ
黒
、
或
頽
髪
更
生
、
或
闇
目
如
レ
明
。
自
余
病
疾
、
威
皆
平
愈
。
昔
聞
、
後
漢
光
武
時
、
酪
泉
出
。
飲
レ
之
者
、
痴
　
疾
皆
愈
。
符
瑞
書
日
、
酪
泉
者
美
泉
。
可
二
以
養
ザ
老
。
蓋
水
之
精
也
。
一
建
惟
、
美
泉
即
合
二
大
瑞
一
。
朕
難
二
庸
虚
一
、
何
違
一
一
天
　
既
一
。
可
下
大
二
赦
天
下
一
、
改
二
霊
亀
三
年
一
、
為
申
養
老
元
年
上
」
（
下
略
）
　
女
帝
が
「
臨
軒
」
し
「
皮
膚
如
滑
」
と
詔
し
て
い
る
の
は
、
些
か
「
わ
れ
見
よ
か
し
」
の
観
が
あ
る
。
「
早
叶
二
祥
符
一
、
夙
彰
二
徳
音
一
。
天
縦
寛
仁
、
沈
静
腕
璽
、
華
夏
載
仔
、
謳
訟
知
レ
帰
」
（
元
明
譲
位
詔
）
と
い
う
元
正
女
帝
で
あ
る
。
南
面
す
る
そ
の
腕
奨
た
る
容
姿
、
酪
泉
で
潤
い
を
え
た
肌
は
、
陛
下
な
る
群
臣
の
遠
目
に
神
々
し
く
映
え
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
女
帝
の
前
に
、
東
西
諸
国
は
服
属
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
服
属
儀
礼
の
意
義
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
な
ぜ
養
老
元
年
に
こ
れ
を
企
図
し
た
の
か
。
　
長
・
穂
積
両
親
王
が
亮
じ
、
霊
亀
二
年
八
月
に
は
「
盟
約
」
最
後
の
生
存
者
1
1
志
紀
親
王
も
亮
る
。
翌
年
に
は
中
納
言
巨
勢
麻
呂
・
左
大
臣
石
上
麻
呂
が
相
次
い
で
亮
じ
た
。
壬
申
の
ゆ
か
り
は
こ
こ
に
殆
ど
息
絶
え
た
。
新
た
な
る
枠
組
の
創
立
か
。
既
存
の
体
制
の
継
続
か
。
政
界
は
政
権
の
枠
組
の
更
新
を
欲
し
て
い
た
。
こ
こ
で
不
比
等
は
、
壬
申
の
再
演
に
よ
る
東
西
諸
国
の
服
属
儀
礼
を
建
議
し
た
。
東
西
諸
国
が
近
江
－
不
破
と
い
う
壬
申
の
磁
場
に
お
い
て
、
ひ
と
り
元
正
の
下
に
帰
属
す
る
。
壬
申
年
の
不
始
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末
は
、
天
智
と
天
武
の
血
を
等
し
く
稟
け
た
女
帝
の
前
に
克
服
さ
れ
る
。
皇
親
体
制
の
意
味
は
低
下
し
、
持
統
王
系
の
自
律
化
が
図
ら
れ
る
。
象
微
的
な
支
配
権
確
立
劇
が
、
け
だ
し
こ
の
美
濃
国
行
幸
で
あ
っ
た
。
ー
以
上
が
私
の
自
問
の
回
答
で
あ
る
。
　
新
た
な
時
代
の
到
来
が
、
告
げ
ら
れ
る
。
翌
年
改
め
て
東
近
四
ケ
国
を
巡
幸
し
つ
つ
在
地
の
郡
県
吏
民
と
交
歓
し
、
還
宮
直
後
に
廟
堂
新
体
制
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
長
屋
王
が
大
納
言
と
な
っ
た
。
彼
は
舎
人
親
王
と
と
も
に
穂
積
親
王
後
任
の
有
力
候
補
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
彼
は
令
制
の
大
納
言
と
な
っ
た
。
私
は
こ
こ
に
皇
親
体
制
が
律
令
太
政
官
制
に
吸
収
さ
れ
る
画
期
を
み
た
い
。
こ
の
大
宝
令
制
下
初
の
皇
親
太
政
官
の
誕
生
は
、
先
に
述
べ
た
元
正
－
不
比
等
の
施
政
方
針
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
思
う
。
　
か
く
元
正
政
権
の
支
柱
は
、
不
比
等
に
あ
っ
た
。
律
令
撰
定
を
主
宰
し
た
彼
は
律
令
に
よ
る
実
質
的
な
政
治
支
配
を
も
主
導
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
不
比
等
の
死
の
前
後
で
は
、
政
権
の
様
相
が
全
く
異
な
る
。
こ
こ
で
岸
俊
男
の
提
唱
し
た
論
理
を
援
用
し
て
不
比
等
の
権
力
を
考
え
て
み
た
い
。
不
比
等
の
死
後
の
動
向
を
「
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
彼
の
権
力
を
測
る
の
で
あ
る
。
　
養
老
四
年
八
月
辛
巳
朔
、
彼
の
病
状
悪
化
の
報
を
う
け
て
、
政
府
は
「
大
赦
」
の
詔
を
触
れ
出
す
。
　
「
常
赦
」
で
免
じ
ぬ
も
の
も
全
て
赦
し
、
自
存
不
能
の
者
に
対
し
て
所
司
の
長
官
自
ら
が
慰
問
せ
よ
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
元
正
自
身
の
即
位
の
恩
赦
よ
り
広
い
。
こ
の
功
徳
に
よ
る
祈
願
も
む
な
し
く
二
日
後
に
不
比
等
は
麗
じ
た
。
「
特
有
二
優
勅
一
一
、
吊
購
之
礼
異
二
干
群
臣
こ
と
い
う
表
現
に
女
帝
の
痛
惜
の
程
が
窺
え
る
。
翌
日
の
詔
で
舎
人
親
王
が
知
太
政
官
事
、
新
田
部
親
王
が
知
五
衛
及
授
刀
舎
人
事
に
補
さ
れ
る
。
同
壬
辰
に
は
、
征
隼
人
将
軍
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
中
納
言
大
伴
旅
人
を
京
に
召
還
す
る
。
九
月
辛
未
に
「
諸
国
申
レ
官
公
文
、
始
乗
レ
駅
言
上
」
と
あ
る
措
置
は
、
恐
ら
く
諸
国
か
ら
の
迅
速
な
情
報
収
集
を
期
し
た
も
の
で
、
果
た
し
て
六
日
後
に
蝦
夷
の
反
乱
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
翌
日
に
軍
備
を
整
え
て
進
発
さ
せ
売
の
は
異
常
に
迅
速
で
、
戒
厳
下
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
十
月
壬
寅
に
は
、
長
屋
王
・
大
伴
旅
人
が
勅
使
と
な
り
、
不
比
等
に
太
政
大
臣
正
一
位
と
い
う
人
臣
最
高
官
位
が
贈
ら
れ
た
。
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政
府
の
引
き
締
め
は
な
お
も
続
く
。
翌
五
年
正
月
己
酉
制
に
「
諸
司
官
人
、
於
二
本
司
次
官
以
上
一
致
敬
、
常
所
二
聴
許
一
。
自
レ
今
以
後
、
不
レ
得
二
更
然
一
。
若
違
二
此
旨
一
、
一
人
致
二
卿
門
一
者
、
到
人
解
レ
官
、
同
僚
降
レ
考
」
と
し
て
、
諸
司
の
官
人
が
諸
卿
の
門
に
到
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
党
派
解
体
と
言
論
統
制
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
役
人
ど
う
し
を
没
交
渉
に
し
て
、
動
揺
を
未
然
に
抑
え
る
。
具
体
的
に
は
、
長
屋
王
の
佐
保
楼
の
よ
う
な
、
知
識
人
サ
ロ
ン
な
ど
を
対
象
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
三
日
後
に
長
屋
王
は
右
大
臣
に
昇
り
、
藤
原
武
智
麻
呂
が
中
納
言
と
し
て
廟
堂
入
り
を
果
た
し
た
。
　
以
上
が
不
比
等
亮
後
の
情
勢
で
あ
る
。
蝦
夷
反
乱
が
彼
の
死
に
影
響
さ
れ
た
か
は
措
く
と
し
て
も
、
か
な
り
の
反
応
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
不
比
等
の
死
を
受
け
て
知
太
政
官
事
が
復
活
し
、
知
軍
事
ま
で
補
任
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
皇
親
勢
力
の
逆
襲
と
よ
め
な
い
。
彼
の
役
割
を
補
う
た
め
に
は
（
武
智
麻
呂
の
任
中
納
言
を
含
め
）
こ
れ
ら
の
官
職
と
人
材
が
必
要
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
首
親
王
の
補
佐
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
（
養
老
三
年
十
月
辛
丑
詔
）
。
彼
ら
皇
親
の
長
老
格
を
早
急
に
参
議
さ
せ
、
皇
親
の
東
国
出
奔
な
ど
に
よ
る
動
揺
を
抑
制
し
た
。
そ
の
恐
怖
感
は
翌
年
に
「
固
関
」
と
し
て
制
度
化
す
る
が
、
同
時
に
不
比
等
が
克
服
せ
ん
と
し
た
皇
親
体
制
が
復
活
し
、
不
比
等
と
女
帝
の
企
図
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
知
太
政
官
事
に
つ
い
て
は
、
近
年
こ
れ
を
参
議
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
、
私
も
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
四
品
以
下
の
知
政
事
を
「
平
章
事
」
と
し
三
品
以
上
の
知
政
事
と
区
別
し
た
唐
制
に
倣
っ
た
も
の
で
（
『
旧
唐
書
』
本
紀
第
五
、
永
淳
元
年
四
月
丁
亥
条
）
、
三
品
（
位
）
以
上
の
皇
親
参
議
を
元
来
称
し
、
三
位
参
議
（
房
前
）
が
登
場
し
て
か
ら
、
参
議
制
の
位
階
区
別
が
霧
消
し
た
。
先
に
私
は
大
津
聴
政
を
こ
の
原
形
と
し
た
が
、
こ
の
官
は
元
来
、
　
「
盟
約
」
の
よ
う
な
皇
親
の
枠
組
が
設
定
さ
れ
て
い
る
時
に
置
か
れ
る
。
こ
の
時
は
、
先
に
触
れ
た
和
銅
七
年
正
月
の
加
封
記
事
が
こ
れ
を
枠
づ
け
て
い
る
。
そ
の
後
不
比
等
に
よ
り
後
退
し
た
も
の
の
、
彼
の
死
に
あ
っ
て
再
浮
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
知
太
政
官
事
は
太
政
官
に
製
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肘
を
加
え
る
も
の
で
は
な
く
、
　
「
持
統
王
系
」
と
そ
の
律
令
太
政
官
制
を
君
主
制
の
次
元
に
お
い
て
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
不
比
等
の
努
力
は
、
す
で
に
持
統
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
太
政
大
臣
高
市
の
死
を
う
け
て
成
立
し
た
持
統
の
太
上
天
皇
は
、
皇
祖
母
尊
（
皇
極
）
と
違
い
、
明
ら
か
に
天
皇
と
同
格
の
権
能
を
有
し
た
が
、
こ
れ
は
皇
親
体
制
の
枠
組
を
越
え
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
新
し
い
二
重
王
権
構
想
と
い
え
た
。
知
太
政
官
事
は
彼
女
の
崩
御
を
受
け
て
創
立
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
官
は
一
上
を
意
味
し
な
い
か
ら
、
盟
約
皇
親
体
制
の
克
服
は
あ
る
程
度
実
現
し
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
不
比
等
の
死
に
よ
り
新
政
権
構
想
が
座
礁
し
、
あ
ま
つ
さ
え
蝦
夷
反
乱
ま
で
勃
発
し
て
、
女
帝
の
立
場
は
非
常
に
苦
し
く
な
っ
た
。
元
明
と
同
じ
く
毅
然
た
る
態
度
で
南
面
し
て
い
た
彼
女
は
、
養
老
五
年
よ
り
一
変
し
て
孤
立
感
を
深
め
る
。
あ
り
て
い
に
い
え
ぽ
、
腰
く
だ
け
に
な
る
。
養
老
五
年
以
後
の
詔
勅
は
、
文
武
・
元
明
期
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
趣
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
至
公
無
レ
私
、
国
士
之
常
風
。
以
レ
忠
事
レ
君
、
臣
子
之
恒
道
焉
。
当
須
下
各
勤
レ
所
レ
職
退
食
自
7
公
。
康
哉
之
歌
不
レ
遠
、
隆
平
之
基
斯
在
。
災
異
消
レ
上
、
休
徴
叶
レ
下
。
宜
下
文
武
庶
僚
、
自
レ
今
以
去
、
若
有
二
風
雨
雷
震
之
異
｝
、
各
存
中
極
言
忠
正
之
志
上
」
と
い
う
正
月
甲
戌
詔
は
、
和
銅
元
年
七
月
勅
に
類
似
し
て
、
元
正
政
権
再
出
発
の
緒
言
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
実
は
先
日
来
の
地
震
を
恐
れ
て
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
二
月
に
な
る
と
、
地
震
に
続
い
て
、
大
蔵
省
の
倉
が
ひ
と
り
で
に
鳴
り
響
き
、
あ
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
さ
え
白
虹
が
日
を
貫
い
た
。
こ
の
禍
兆
に
女
帝
は
す
っ
か
り
お
ち
け
て
、
そ
の
日
に
次
の
よ
う
な
詔
を
出
し
た
。
　
癸
巳
、
（
中
略
）
召
二
見
左
右
大
弁
及
八
省
卿
等
於
殿
前
一
、
詔
日
、
朕
徳
菲
薄
、
尋
レ
民
不
レ
明
。
夙
興
以
求
、
夜
課
以
思
。
身
　
居
二
紫
宮
一
、
心
在
二
黒
首
一
。
無
レ
委
二
卿
等
’
、
何
化
二
天
下
一
。
国
家
之
事
、
有
レ
益
二
万
機
一
、
必
可
二
奏
聞
一
。
如
有
レ
不
レ
納
、
重
　
為
一
一
極
諌
一
。
汝
無
三
面
従
退
有
凹
一
後
言
一
。
　
短
い
が
、
語
は
哀
切
を
き
わ
め
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
詔
が
左
右
大
弁
と
八
省
の
卿
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
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る
。
こ
の
極
諌
要
請
詔
は
、
翌
日
に
も
同
様
の
趣
旨
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
　
甲
午
詔
日
、
世
諺
云
、
歳
在
レ
申
年
、
常
有
ご
事
故
一
。
此
如
レ
所
レ
言
。
去
庚
申
年
、
智
徴
屡
見
、
水
旱
並
蒙
、
平
民
流
没
、
秋
　
稼
不
レ
登
。
国
家
騒
然
、
万
姓
苦
労
。
遂
則
朝
庭
儀
表
、
藤
原
大
臣
奄
焉
亮
逝
。
朕
心
哀
働
。
今
亦
去
年
災
異
之
余
、
延
及
二
今
　
歳
一
、
亦
猶
風
雲
気
色
、
有
レ
違
二
干
常
一
。
朕
心
恐
催
、
日
夜
不
レ
休
。
然
聞
ご
之
旧
典
一
、
王
者
政
令
不
レ
便
レ
事
、
天
地
謎
責
以
　
示
二
讐
徴
一
。
或
有
レ
不
レ
善
、
所
レ
致
二
之
異
一
乎
。
今
汝
臣
等
位
高
任
大
。
量
得
レ
不
レ
馨
二
忠
情
一
乎
。
故
有
二
政
令
不
7
便
レ
事
、
悉
　
陳
元
レ
諦
。
直
言
尽
レ
意
、
無
レ
有
レ
所
レ
隠
。
朕
将
二
親
覧
一
。
於
レ
是
、
公
卿
等
奉
二
勅
詔
一
退
、
各
仰
二
属
司
一
令
レ
言
二
意
見
一
。
　
こ
こ
で
「
去
年
災
異
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
養
老
四
年
に
そ
の
よ
う
な
記
事
は
見
え
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
弱
腰
の
発
言
じ
た
い
、
こ
れ
以
前
に
は
全
く
見
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
災
異
が
あ
っ
て
も
、
お
構
い
な
し
な
の
で
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
後
者
の
詔
は
、
公
卿
が
詔
旨
を
拝
し
て
そ
の
属
司
に
意
見
を
徴
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
日
の
詔
と
全
く
意
味
が
違
う
。
前
日
で
は
公
卿
の
頭
越
し
に
極
諌
を
要
請
し
た
が
、
翌
日
に
は
公
卿
を
そ
の
間
に
通
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
同
趣
の
詔
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
、
な
ど
と
は
よ
め
な
い
。
公
卿
の
預
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
意
見
が
交
換
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
公
卿
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
の
で
あ
り
、
前
日
の
詔
を
女
帝
が
撤
回
な
い
し
補
足
し
た
の
だ
と
思
う
（
そ
の
具
体
的
手
続
き
は
、
施
行
後
不
都
合
が
あ
っ
た
場
合
に
「
執
奏
」
す
る
こ
と
を
定
め
た
公
式
令
奉
詔
勅
条
に
よ
る
も
の
か
）
。
『
続
紀
』
に
見
え
る
詔
と
勅
の
区
別
は
曖
昧
で
、
公
卿
の
連
署
を
経
た
か
否
か
の
判
断
は
微
妙
で
あ
る
が
、
前
日
の
極
諌
要
請
が
「
詔
」
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
だ
と
思
う
。
即
日
の
作
成
や
殿
前
に
召
見
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
和
銅
元
年
七
月
「
勅
」
と
同
様
、
口
勅
に
近
い
形
式
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
さ
れ
ぽ
、
藤
原
宮
子
大
夫
人
称
号
事
件
と
同
質
の
事
件
と
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
私
は
不
比
等
亮
後
の
政
府
の
動
揺
を
伝
え
る
「
事
件
」
と
よ
ん
で
お
き
た
い
。
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（
2
5
）
　
意
見
陳
上
は
少
納
言
の
奏
聞
と
公
式
令
陳
意
見
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
最
初
に
大
弁
と
八
省
諸
卿
を
召
し
た
の
は
、
恐
ら
く
少
納
言
の
み
が
有
つ
奏
聞
の
権
限
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
元
来
公
卿
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ク
レ
ー
ム
の
内
容
は
太
政
官
三
局
お
よ
び
そ
の
被
管
で
あ
る
は
ず
の
八
省
卿
が
直
接
至
尊
と
結
べ
ぽ
、
公
卿
の
み
孤
立
す
る
と
の
旨
で
あ
っ
た
ろ
う
。
翌
年
内
臣
と
な
る
房
前
に
「
計
会
内
外
」
を
命
じ
た
よ
う
に
、
皇
室
と
議
政
機
関
と
の
意
思
疎
通
は
、
不
比
等
の
死
を
転
機
と
し
て
う
ま
く
い
き
か
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
女
帝
は
独
自
の
情
報
網
を
欲
し
た
。
聖
武
が
「
身
隔
二
九
重
一
、
多
未
二
詳
委
一
」
と
後
に
述
懐
す
る
の
は
（
神
亀
四
年
二
月
甲
子
勅
）
、
こ
の
時
の
元
正
に
も
思
い
当
る
本
音
だ
と
思
う
。
こ
の
後
、
女
帝
は
禁
中
に
あ
っ
て
い
や
ま
す
孤
立
感
を
深
め
、
災
異
を
恐
れ
る
詔
勅
は
い
よ
い
よ
哀
切
を
き
わ
め
る
。
四
、
律
令
天
皇
と
し
て
の
元
正
女
帝
　
元
正
に
と
っ
て
不
比
等
の
急
死
は
、
彼
女
じ
し
ん
が
証
言
し
た
よ
う
に
、
致
命
的
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
元
明
母
帝
が
崩
ず
る
前
は
毅
然
た
る
態
度
を
努
め
て
と
っ
た
。
「
朕
君
二
臨
四
海
一
、
撫
二
育
百
姓
一
、
思
二
欲
家
之
貯
積
、
人
之
安
楽
一
。
何
期
、
頃
者
旱
潴
不
レ
調
、
農
桑
有
レ
損
、
遂
使
四
衣
食
乏
短
、
致
三
有
二
飢
寒
一
。
言
念
二
於
絃
一
、
良
増
二
側
隠
こ
と
い
う
五
年
三
月
癸
丑
勅
な
ど
は
、
元
明
の
口
ぶ
り
に
近
い
。
と
こ
ろ
が
五
月
に
な
っ
て
、
太
上
天
皇
不
予
が
報
じ
ら
れ
た
。
大
赦
と
と
も
に
百
名
の
度
老
を
許
し
て
平
癒
を
祈
願
し
、
右
大
弁
笠
麻
呂
・
県
犬
養
三
千
代
が
相
次
い
で
出
家
・
入
道
し
た
。
七
月
庚
午
に
は
全
国
に
放
生
を
命
じ
た
が
、
そ
の
功
徳
も
な
く
、
太
上
天
皇
は
最
期
と
悟
っ
て
か
、
十
月
丁
亥
に
長
屋
王
・
藤
原
房
前
を
召
し
入
れ
て
後
事
を
託
し
た
。
上
皇
は
同
庚
寅
に
も
重
ね
て
薄
葬
を
指
示
し
た
。
元
正
女
帝
は
さ
ら
に
「
凡
家
有
二
沈
癌
一
、
大
小
不
レ
安
、
卒
発
二
事
故
一
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、学習院大学人文科学論集1（1992）
者
。
汝
卿
房
前
、
当
下
作
ゴ
内
臣
一
、
計
二
会
内
外
一
、
准
レ
勅
施
行
、
輔
二
翼
帝
業
一
♪
永
寧
中
国
家
上
」
と
い
う
異
例
の
詔
を
発
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
内
臣
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
は
す
で
に
な
い
が
、
こ
れ
が
太
上
天
皇
の
役
割
を
補
う
べ
く
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
「
准
勅
施
行
」
と
い
う
文
言
で
わ
か
る
。
ひ
い
て
は
不
比
等
の
後
任
と
な
り
、
　
「
持
統
王
系
」
の
自
律
化
を
推
進
す
べ
き
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
彼
は
切
れ
た
。
け
だ
し
三
関
を
固
守
し
て
東
国
出
奔
を
阻
む
と
い
う
処
置
は
彼
の
思
案
で
あ
る
。
「
固
関
」
は
東
国
へ
の
恐
怖
を
端
的
に
示
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
十
二
月
上
皇
崩
後
の
「
卒
発
事
故
」
は
防
が
れ
た
。
だ
が
、
彼
は
些
か
過
激
で
あ
っ
て
、
嫌
疑
の
か
か
っ
た
者
を
片
端
か
ら
弾
劾
し
た
ら
し
い
。
翌
六
年
正
月
壬
戌
に
多
治
比
三
宅
麻
呂
が
謳
告
、
穂
積
老
が
乗
輿
指
斥
に
よ
り
告
発
さ
れ
、
皇
太
子
の
奏
に
よ
り
斬
刑
を
免
れ
て
配
流
に
処
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
四
月
辛
卯
詔
に
「
今
者
有
司
奏
言
、
諸
国
罪
人
偬
柵
一
人
、
准
レ
法
並
当
二
流
巳
上
一
者
」
と
あ
る
、
重
罪
人
お
よ
び
従
犯
等
は
、
彼
の
恐
怖
政
治
の
所
産
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
時
、
女
帝
は
「
朕
遽
想
二
千
載
一
、
毒
覧
二
九
流
一
、
詳
思
二
布
政
之
方
一
、
莫
レ
先
二
仁
恕
之
典
二
「
毎
レ
聞
二
此
奏
一
、
朕
甚
悪
レ
之
。
万
方
有
レ
墓
、
在
二
余
一
人
こ
と
述
べ
て
奏
上
の
あ
っ
た
全
員
を
放
免
し
、
「
勿
二
案
検
一
焉
」
と
こ
れ
以
上
の
追
求
を
戒
め
た
。
こ
れ
は
女
帝
の
意
志
が
、
房
前
ら
を
制
し
た
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
　
女
帝
は
災
異
の
や
ま
ぬ
天
を
仰
ぎ
、
折
り
に
触
れ
悲
観
に
沈
ん
だ
。
「
朕
以
二
不
天
一
、
奄
丁
二
凶
酷
二
（
六
年
元
日
詔
）
、
「
向
隅
之
怨
在
二
余
一
人
こ
（
二
月
甲
午
詔
）
、
「
甘
雨
未
レ
降
、
黎
元
失
レ
業
。
朕
之
薄
徳
、
致
二
干
此
一
鰍
。
百
姓
何
罪
、
礁
萎
甚
　
」
（
七
月
丙
子
詔
）
、
「
朕
以
二
庸
虚
一
、
紹
二
承
鴻
業
一
、
剋
レ
己
自
勉
、
未
レ
達
二
天
心
二
　
（
同
戊
子
詔
）
、
「
朕
精
誠
弗
レ
感
、
穆
卜
岡
レ
従
」
（
十
一
月
丙
戌
詔
）
と
、
上
に
も
下
に
も
目
を
向
け
ら
れ
ぬ
調
子
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
災
異
の
晴
れ
た
詔
は
爽
快
で
あ
る
。
　
（
同
七
年
二
月
）
己
酉
、
詔
日
、
乾
坤
持
施
、
煮
載
之
徳
以
深
、
皇
王
至
公
、
亭
毒
之
仁
斯
広
。
然
則
居
二
南
面
一
者
、
必
代
レ
天
　
而
開
レ
化
、
議
二
北
辰
一
者
、
亦
順
レ
時
以
滴
育
。
是
以
、
朕
巡
二
京
城
一
、
遙
望
ご
郊
野
一
、
芳
春
仲
月
、
草
木
滋
栄
、
東
候
始
啓
、
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丁
壮
就
二
朧
畝
之
勉
一
、
時
雨
漸
樹
、
蟄
叢
有
ゴ
浴
灌
之
悦
一
。
何
不
下
流
二
寛
仁
一
以
安
二
黎
元
一
、
布
二
淳
化
一
而
済
中
万
物
上
乎
。
　
意
気
揚
々
と
京
師
を
巡
る
、
女
帝
の
得
意
が
目
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
一
年
後
、
女
帝
は
皇
太
子
に
譲
位
し
た
。
不
比
等
に
よ
る
政
権
構
想
の
破
碇
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
そ
の
間
三
世
一
身
法
が
施
行
さ
れ
、
ま
た
二
十
二
年
ぶ
り
に
吉
野
へ
還
っ
た
上
で
、
皇
位
は
無
事
譲
ら
れ
た
。
彼
女
は
こ
う
し
て
、
最
も
苦
し
い
難
局
を
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。
　
聖
武
即
位
宣
命
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
正
女
帝
の
絶
対
責
務
は
、
皇
太
子
へ
と
皇
位
を
「
過
つ
事
な
く
授
け
」
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
生
を
享
け
て
か
ら
母
を
知
ら
ぬ
皇
太
子
に
は
、
政
治
の
才
能
が
欠
け
て
い
た
ら
し
く
、
舎
人
・
新
田
部
両
親
王
の
補
佐
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
皇
親
を
「
持
統
王
系
」
に
吸
収
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
補
佐
を
命
じ
る
詔
は
、
皇
太
子
が
「
無
改
」
の
「
由
行
」
に
由
り
「
洪
緒
を
承
け
纂
ぐ
」
こ
と
を
前
置
き
し
、
舎
人
下
賜
・
加
封
と
い
う
、
協
力
要
請
の
常
套
手
段
も
使
わ
れ
た
。
ま
た
養
老
五
年
正
月
庚
午
に
、
　
「
風
流
侍
従
」
佐
為
王
を
始
め
懐
風
藻
・
万
葉
集
詩
人
ら
十
六
名
を
皇
太
子
に
近
侍
せ
し
め
た
の
も
、
教
育
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
皇
太
子
サ
戸
ン
を
形
成
し
、
将
来
す
る
彼
の
王
政
に
備
え
て
国
家
の
知
を
集
中
し
た
、
と
み
る
べ
き
か
と
思
う
。
し
ば
し
ぼ
触
れ
て
き
た
党
派
解
体
を
狙
う
拝
礼
禁
止
令
は
具
体
的
に
こ
う
し
た
サ
ロ
ン
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
政
治
的
な
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
　
し
か
し
、
聖
武
が
政
治
的
セ
ン
ス
を
欠
い
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
律
令
制
は
元
来
中
国
の
専
制
君
主
体
制
を
前
提
と
し
た
国
家
構
想
で
あ
る
。
全
て
の
政
治
意
思
は
皇
帝
へ
と
向
け
ら
れ
、
全
て
の
権
力
は
彼
に
帰
一
す
る
。
従
っ
て
、
皇
帝
の
意
志
を
強
く
欲
す
る
国
家
機
構
で
あ
っ
た
。
元
正
は
、
彼
女
の
責
務
へ
の
忠
実
さ
か
ら
、
天
意
に
自
己
を
向
き
合
わ
せ
、
そ
の
自
負
に
お
い
て
臣
民
に
南
面
し
た
。
群
臣
に
そ
の
全
き
姿
を
も
現
し
た
。
特
に
不
比
等
・
母
帝
と
い
う
支
柱
を
喪
っ
た
後
は
「
仁
恕
之
典
」
を
掲
げ
、
災
異
に
あ
っ
て
は
深
い
自
責
を
も
っ
て
、
実
情
を
把
握
す
べ
く
「
極
諌
」
を
求
め
た
。
譲
位
し
た
後
も
、
聖
武
が
彼
女
の
一48一
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徳
を
顕
彰
し
て
世
論
を
喚
起
し
た
こ
と
は
、
彼
女
が
い
か
に
人
望
を
集
め
て
い
た
か
を
物
語
る
だ
ろ
う
。
元
正
天
皇
は
、
不
比
等
の
死
と
い
う
偶
然
の
経
緯
に
よ
る
に
し
ろ
、
律
令
皇
帝
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
女
帝
で
あ
っ
た
。
　
翻
っ
て
聖
武
は
恩
寵
の
詔
勅
を
除
く
と
、
重
要
な
政
務
の
殆
ど
を
太
政
官
に
一
任
し
た
よ
う
で
あ
り
、
律
令
皇
帝
た
る
自
覚
に
欠
け
た
。
律
令
制
下
で
天
と
日
の
間
に
坐
す
の
み
と
い
っ
た
態
度
を
と
れ
ば
、
中
央
政
府
に
集
中
さ
れ
る
政
治
意
思
と
権
力
は
、
そ
の
代
議
士
た
る
公
卿
等
に
収
敏
す
る
。
こ
こ
に
派
閥
間
の
権
力
抗
争
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
、
寵
臣
政
治
と
い
う
べ
き
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
論
ず
る
に
は
す
で
に
紙
幅
が
尽
き
た
。
と
ま
れ
、
政
治
意
思
の
一
局
化
を
も
た
ら
す
律
令
体
制
は
、
天
皇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
抜
本
的
な
変
革
を
要
請
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
要
請
を
無
視
し
た
結
果
、
議
政
官
の
権
限
は
増
長
し
、
皇
親
体
制
な
る
枠
組
は
超
克
さ
れ
て
ゆ
く
。
　
元
正
女
帝
期
は
、
け
だ
し
天
武
以
来
の
政
権
と
天
平
以
後
の
政
権
と
の
過
渡
期
に
あ
た
る
。
そ
し
て
そ
の
画
期
は
「
養
老
行
幸
」
に
設
定
で
き
る
。
近
江
の
官
僚
と
ク
ー
デ
タ
ー
指
導
部
が
共
存
す
る
、
こ
の
奇
妙
な
政
権
の
王
が
、
天
智
と
天
武
の
血
を
稟
け
た
者
た
ち
「
持
統
王
系
」
に
在
る
こ
と
を
天
下
に
誇
る
。
壬
申
乱
後
体
制
の
始
末
と
新
た
な
枠
組
の
創
立
が
「
壬
申
の
再
演
」
に
託
さ
れ
る
。
し
か
し
不
比
等
の
死
に
よ
っ
て
そ
の
政
権
構
想
は
破
碇
し
、
吉
野
に
還
る
こ
と
で
聖
武
の
即
位
を
実
現
す
る
に
至
る
。
か
か
る
問
題
設
定
と
紙
幅
の
関
係
上
、
先
学
の
仕
事
を
十
分
に
消
化
ぜ
ず
し
て
素
描
の
み
示
し
、
当
然
論
及
す
べ
き
問
題
に
触
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
。
舌
託
の
非
は
免
れ
ぬ
。
こ
こ
に
明
記
し
て
、
大
方
の
御
寛
恕
と
御
高
教
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
AAA321）　）　）
仁
藤
敦
史
「
律
令
国
家
論
の
現
状
と
課
題
」
（
『
歴
史
評
論
』
五
〇
〇
、
一
九
九
一
）
参
照
佐
藤
宗
諄
「
律
令
制
と
天
皇
」
（
『
日
本
の
古
代
　
一
五
　
古
代
国
家
と
日
本
』
所
収
。
中
央
公
論
社
、
石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論
　
第
一
部
』
あ
と
が
き
（
岩
波
書
店
、
昭
四
八
）
昭
六
三
）
一49一
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（
4
）
　
「
律
令
国
家
．
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」
（
『
日
本
の
社
会
史
』
3
所
収
。
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
。
な
お
仁
藤
敦
史
「
古
代
王
権
と
　
　
行
幸
」
（
『
古
代
王
権
と
祭
儀
』
所
収
。
吉
川
弘
文
館
、
平
二
）
参
照
。
（
5
）
　
石
川
千
恵
子
「
『
東
国
』
行
幸
の
一
考
察
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
七
六
。
一
九
八
八
）
は
主
に
対
外
情
勢
の
緊
迫
を
強
調
し
て
い
る
が
、
　
　
東
国
行
幸
を
東
国
の
伝
統
的
な
「
軍
事
的
歴
史
的
特
殊
性
」
ま
た
は
「
天
武
方
が
自
ら
の
軍
事
的
拠
点
を
東
国
に
求
め
た
」
こ
と
と
関
連
　
　
づ
け
て
考
え
て
お
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
ま
た
吉
野
行
幸
の
問
題
と
も
あ
わ
せ
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
（
6
）
　
野
村
忠
夫
『
律
令
政
治
の
諸
様
相
』
（
塙
書
房
、
昭
四
三
）
第
二
章
「
和
銅
元
年
体
制
」
（
7
）
　
野
村
忠
夫
『
岐
阜
県
史
』
通
史
篇
．
古
代
（
厳
南
堂
、
昭
四
六
）
、
同
『
古
代
の
美
濃
』
（
教
育
社
、
一
九
八
〇
）
。
氏
は
大
宝
二
年
御
　
　
野
国
戸
籍
に
見
る
農
民
層
に
至
る
ま
で
の
高
位
授
与
を
壬
申
年
の
論
功
に
よ
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
と
天
武
十
三
年
是
年
詔
・
十
四
年
七
　
　
月
辛
未
詔
な
ど
に
み
る
東
国
優
遇
措
置
は
律
令
国
家
成
立
に
よ
り
解
消
、
取
り
消
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
（
8
）
　
壬
申
乱
時
の
近
江
軍
の
編
成
は
、
壬
申
紀
の
性
格
上
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
諸
家
の
明
言
せ
ざ
る
所
だ
が
、
東
国
へ
の
興
兵
使
が
大
海
人
　
　
方
の
虜
と
な
っ
た
以
上
、
そ
の
主
力
は
畿
内
・
西
国
（
西
海
道
を
除
く
）
に
あ
っ
た
ろ
う
。
唐
突
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
　
　
近
年
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
壬
申
年
後
の
王
権
が
「
脆
弱
」
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
不
始
末
は
よ
り
重
要
な
政
治
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
問
題
　
　
は
「
光
明
立
后
の
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
学
習
院
史
学
』
三
一
号
掲
載
予
定
）
に
も
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。
（
9
）
　
野
村
（
7
）
著
書
参
照
。
氏
は
「
不
比
等
政
権
の
確
立
」
と
こ
れ
に
対
す
る
笠
麻
呂
の
協
力
を
こ
の
行
幸
の
背
景
に
み
て
い
る
。
（
1
0
）
　
壬
申
の
乱
が
天
武
の
周
到
な
準
備
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
直
木
孝
次
郎
・
亀
田
隆
之
・
北
山
茂
夫
等
に
ょ
り
論
じ
ら
　
　
れ
て
い
る
が
、
大
海
人
決
起
の
要
因
は
、
尾
張
・
美
濃
の
人
夫
徴
発
を
恐
れ
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
先
発
隊
を
遣
し
不
破
関
を
塞
い
で
こ
　
　
れ
ら
の
人
夫
を
い
ち
は
や
く
大
海
人
方
に
帰
順
せ
し
め
、
一
気
に
有
力
氏
族
の
支
持
を
訴
え
る
攻
略
で
あ
っ
た
、
と
私
は
見
て
い
る
。
不
　
　
破
関
を
塞
い
だ
の
が
「
美
濃
師
三
千
人
」
と
物
足
り
な
い
の
も
、
尾
張
国
守
小
子
部
連
鎗
鉤
が
「
二
万
衆
」
を
率
い
て
帰
順
し
（
乱
後
鎧
　
　
鉤
は
自
殺
す
る
）
、
こ
れ
と
前
後
し
て
大
伴
氏
が
帰
順
す
る
の
も
、
彼
の
攻
略
の
成
功
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
つ
ま
り
人
夫
徴
発
が
大
　
　
海
人
決
起
ひ
い
て
は
ク
ー
デ
タ
ー
勃
発
の
銃
爪
と
な
っ
た
、
と
み
る
の
で
あ
る
。
（
1
1
）
　
虎
尾
達
哉
「
律
令
国
家
と
皇
親
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
〇
七
）
、
同
「
知
太
政
官
事
小
考
」
（
『
日
本
古
代
社
会
史
研
究
』
）
（
1
2
）
　
直
木
孝
次
郎
『
壬
申
の
乱
』
（
塙
書
房
、
昭
三
六
）
後
篇
第
一
・
二
章
参
照
。
°（
P
3
）
　
太
田
．
持
統
以
外
の
天
智
皇
女
な
ら
び
に
鎌
足
女
所
産
の
皇
子
の
生
年
を
た
ず
ね
る
と
、
長
・
弓
削
（
大
江
皇
女
）
口
天
武
三
年
頃
、
一50一
学習院大学人文科学論集1（1992）
　
舎
人
（
新
田
部
皇
女
）
1
1
天
武
六
年
、
新
田
部
（
藤
原
五
百
重
娘
）
1
1
天
武
十
年
頃
と
な
り
、
乱
後
の
入
内
の
可
能
性
が
濃
い
（
寺
西
貞
　
弘
「
天
武
天
皇
所
生
皇
子
生
年
考
証
」
『
古
代
天
皇
制
史
論
』
参
照
）
。
但
馬
皇
女
（
藤
原
氷
上
娘
）
の
生
年
は
未
詳
。
（
1
4
）
　
大
山
誠
一
「
六
皇
子
の
誓
約
」
（
『
別
冊
歴
史
読
本
』
一
六
ー
一
五
、
一
九
九
〇
）
、
虎
尾
前
掲
論
文
参
照
（
1
5
）
　
「
六
皇
子
」
は
み
な
天
武
“
天
智
間
婚
姻
を
結
ん
で
い
る
が
、
草
壁
1
1
元
明
の
長
女
元
正
が
天
武
九
年
生
、
高
市
1
1
御
名
部
の
長
男
長
　
　
屋
王
が
天
武
十
三
年
生
で
あ
り
、
弱
齢
の
志
貴
皇
子
を
除
く
そ
の
他
、
大
津
1
1
山
辺
・
河
嶋
1
1
泊
瀬
部
・
刑
部
1
1
飛
鳥
も
、
こ
の
頃
成
尺
　
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
　
「
盟
約
」
前
後
に
姻
戚
関
係
を
結
び
、
皇
親
体
制
を
形
成
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
（
1
6
）
　
北
山
茂
夫
「
持
統
天
皇
論
」
（
『
日
本
古
代
政
治
史
の
研
究
』
所
収
。
岩
波
書
店
、
昭
三
四
）
（
1
7
）
　
荒
木
敏
夫
『
日
本
古
代
の
皇
太
子
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）
第
二
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
（
1
8
）
　
『
礼
記
』
中
庸
篇
「
子
日
、
鬼
神
之
為
レ
徳
其
盛
　
乎
。
視
レ
之
而
弗
レ
見
、
聴
レ
之
而
弗
レ
聞
、
膿
レ
物
而
不
レ
可
レ
遺
、
使
三
天
下
之
人
斉
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
盛
服
、
以
承
二
祭
祀
一
、
洋
洋
乎
如
レ
在
二
其
上
一
、
如
レ
在
二
其
左
右
一
」
。
斉
明
天
皇
の
出
典
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
漠
風
詮
号
制
定
者
　
　
は
、
中
大
兄
の
素
服
称
制
に
斉
明
の
盛
な
る
如
在
の
徳
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
『
江
次
第
』
七
日
節
会
装
束
は
、
平
座
に
お
　
　
け
る
御
座
の
空
洞
化
と
も
い
う
べ
ぎ
設
営
作
法
を
「
行
二
如
在
之
礼
こ
と
言
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
．
（
1
9
）
　
『
一
代
要
記
』
（
史
籍
集
覧
本
）
天
武
天
皇
皇
子
条
に
、
高
市
の
長
子
と
し
て
「
矢
通
王
〔
大
津
皇
子
将
謀
叛
賜
死
〕
」
と
あ
る
。
こ
れ
　
　
ま
で
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
史
料
で
あ
る
が
、
高
市
の
長
子
で
あ
れ
ば
大
津
事
件
当
時
十
五
歳
前
後
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
か
か
る
異
　
　
伝
を
付
会
す
る
積
極
的
理
由
も
な
く
、
ま
た
『
公
卿
補
任
』
和
銅
二
年
条
に
長
屋
王
を
高
市
の
「
第
二
子
」
と
す
る
異
本
も
あ
る
こ
と
を
　
　
考
え
る
と
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
含
め
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
と
思
う
。
長
屋
王
死
後
の
鈴
鹿
王
抜
擢
の
例
か
ら
も
、
持
統
王
系
に
と
っ
　
　
て
高
市
一
族
の
位
置
は
特
殊
な
の
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
天
皇
な
い
し
太
政
官
へ
の
一
局
化
は
、
大
宝
令
で
「
諸
司
印
」
を
設
け
ず
に
諸
司
の
行
政
権
を
制
限
し
、
諸
国
に
下
す
公
文
に
は
内
印
　
　
・
在
京
諸
司
間
で
は
外
印
を
要
す
る
（
公
式
令
集
解
天
子
神
璽
条
古
記
）
と
し
た
法
制
定
の
思
惑
に
も
看
取
で
き
る
。
（
2
1
）
　
す
で
に
黛
弘
道
「
女
帝
と
藤
原
不
比
等
」
（
『
古
代
史
を
彩
る
女
人
像
』
）
、
田
村
圓
澄
「
不
改
常
典
考
」
（
『
律
令
国
家
と
貴
族
政
権
』
）
、
　
　
倉
本
一
宏
「
議
政
官
組
織
の
構
成
原
理
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
六
ー
一
一
）
に
か
か
る
見
方
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
（
2
2
）
　
岸
俊
男
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
」
（
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
。
塙
書
房
、
昭
四
一
）
（
2
3
）
　
虎
尾
前
掲
論
文
、
関
晃
「
知
太
政
官
事
と
藤
原
氏
」
（
『
川
内
古
代
史
論
集
』
五
、
平
成
一
）
一51一
（
国
　
判
執
）
鰐
理
蔭
罧
擢
転
圏
唱
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ATheory　of　the　empress　GENSYO　administration
Wataru　INouE
　The　Political　power　is　organazed　by　the　law，　and　diagramed　by　the　rituaL　The　emperors，　from　TENMU　to
GENSYO，　plotted　to　set　up　their　long－term　dynasty，　by　the　law　and　ritual　which　were　called“RITSURYO”and
“MEIYAKU”．　I　have　illustrated　this　theory　by　taking　the　empress　GENSYO　admin量stration（715～724）as　an
example．　For，　that　is　described　as　a　period　of　transition，　starting　from　the　reign　of．TENMU　and　continuing
through　TENPYO　period．　And，　it　was“1皿perial　demonstration　to　MINO”（717）that　made　the　transition．
　There　had　ritual　of　obedience　by　eastern　countries　in　FUWA　and　westerns　in　OUMI，　that　meant　a　re－act　of
“The　coup　d’6tats　in　the　year　of　JINSHIN”（672）．　It　led　a　solution　to　a　problem　between　eastern（the　winners
of　the　coup　d’6tats）and　western（traditional　aristocrat　or　Iocal　governors），that　was　imposible　to　succeed　but
that　the　king　of“JITO－descent”which　was　the　posterity　of　TENCHI　and　TENMU　did．
　But　the　death　of　FUJIWARA　FUHITO　who　was　promoter　of　RITSURYO　systematization，　and　the　ex．empress
GENMYO，　changed　the　balance　of　administration，　which　kept　by　them，　so　that　GENSYO　stood　alone．　Un－
fortunately，　they　had　a　bad　drought．　She　did　her　duty，　holding　herself　responsible，　and　this　beauty　empress
gained　public　sentiment．　This　is　the　suitable　attitude　for　the　ruler　of　the　RITSURYO　states．　After　her　reign，
the　factional　strives　and　coup　d’6tats　had　happened，　by　the　lack　of　what　the　RITSURYO－states　required．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紳鄭醒→く卦→く紳纒く轄誌朴庫駅本蝕十｛灘騒離騨’5〈Pt槽督）
l
c
q
ゆ
ー
